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              午前９時３０分 開会 

○森本委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの御出席は１４名です。定足数に達しておりますので、これより予算決算審査委員会

を開会します。 

 本日は議案第１０８号及び議案第１２２号の審査を行います。 

 １５日の日に皆様にメールでお知らせしていますように、一番最初に産業関係、次に厚生文教

関係をして、最後に総務関係をします。所管別分類表と座席表をお配りしておりますので、間違

いのないように質疑のほうよろしくお願いいたします。 

********************** 議案第108号の審査（産業） *********************** 

 それでは、議案第１０８号令和５年度備前市一般会計補正予算（第１１号）について、産業部

分の審査を行います。 

○森本委員長 産業部分は、歳出から行いたいと思います。 

 それでは、議案書の１４ページをお開きください。 

 範囲は、１４ページ、２款総務費、１項総務管理費、６目、７目から２０、２１ページの商工

費までを範囲といたします。 

○中西委員 「第九」の演奏会の実行委員会というのはどのような実行委員会を立ち上げられる

んですか。 

○岡田文化振興課長 市民の方々とか行政と一緒になるように、まだ立ち上げまでとか人選もで

きてはいないんですが、そう考えております。 

○中西委員 実行委員長はどなたがされるんでしょうか。 

○岡田文化振興課長 現在のところ、杉浦副市長を予定いたしております。 

○中西委員 合併の２０周年記念で行うと細部説明では書いているんですけども、合併の２０周

年記念の行事というのは、一体全体この「第九」だけなんですか。それとも、ほかにも行事があ

るんですか。 

○岡田文化振興課長 ほかにもあるんではないかと思うんですが、把握できておりません。 

○中西委員 合併２０周年の行事というのはどういうものが企画されていて、その中の一つに

「第九」があるというなら分かるんですけど、ほかに何があるか分からなくて「第九」だけやり

ますなんていうのは、そういうのはいかがなものかと思うんですが。 

 答えられないということは、まだほかに市長の頭の中にあるということなんでしょうか。 

○森文化スポーツ部長 私も全体を把握してなくて申し訳ないんですけど、うちの関係では「第

九」をやろうというところで、今回補正予算を計上させていただいております。 

○中西委員 ほかにはよく分からないということを大前提にして、何でこんなに「第九」を歌う

のに金がかかるんですか。 

○岡田文化振興課長 相場というのがないとは思うんですが、オーケストラの方の演奏の中で
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「第九」の第１楽章から第４楽章で合唱をするような格好にはなっております。 

○中西委員 場所はどこでやるんですか。 

○岡田文化振興課長 備前市市民センターを予定しております。 

○中西委員 「第九」の演奏会というのは、そのオーケストラつきで１回歌うだけなんですか。

毎日毎日歌うもんじゃないですか。盆踊りなんかでも１週間ぐらい歌うとか踊るとかというのが

ありますけど、それはどのような企画になっているんでしょう。 

○岡田文化振興課長 本番については、当日１回だけでございます。 

○中西委員 その１回こっきり歌うのは、何日に歌うんですか。 

○岡田文化振興課長 令和６年１２月２２日の日曜日を予定しております。 

○松本委員 今、国民が、市民が高物価とかなんとかというときに、「喜びの歌」、「第九」だ

とか、別個の話かも分かりませんけどね。それと、この前、どっかの高校でしたかね、「第九」

というのは市民とか全校生徒が寄って合唱を歌うとか、何かそういう市民参加の「第九」ならい

いけど、どっかのオーケストラが来て、どっかの合唱団が混合してばっと１時間か２時間ほど聞

いて、７５０万円か、どうもこういう感覚というのが私は分かりません。そういう感想だけ述べ

ときます。やめたほうがいいと思います。 

○森文化スポーツ部長 この「第九」に関しましては、市民参加型で実施しようと思っておりま

す。広く市民、それから市内在勤の方などに声をかけさせていただきまして、約１００名を募集

定員として実施する予定でございます。実際合唱するのは県内唯一のプロの楽団であります岡フ

ィルを考えております。あくまでも市民参加型、市民中心の「第九」を考えております。 

○奥道委員 そもそもなぜ「第九」なのかなっていうのを一つ思ったんですが。いや、実は来

年、実はベートーヴェンが「第九」を初演してちょうど２００年、それから日本で初めて「第

九」が演奏されて約百七、八年ですか、ちょうど第１次世界大戦の真っ最中だったんですね。そ

れに合わせての２０周年、ああ、すごい、ぴったりじゃなあ、時間的なというか、何か不思議な

縁じゃなあと私が勝手にそう思ったんですが、そのあたりも関係していますか。いかがですか。

そもそもなぜ「第九」なのかというのを。 

○岡田文化振興課長 そういったことは全く存じ上げておりませんでしたが、１０周年のときに

も実は「第九」の演奏会、合唱つきをしておりまして、これが大盛況だったこともあり、今回２

０周年でも同じように市民とのつながりを強めるためにも開催したいと思っております。 

○奥道委員 やっぱり不思議な時の一致ということもあるんで、その辺も皆さんにお知らせした

ほうがいいのかなという気はしています。よろしくお願いします。 

○石原委員 こちらに関する予算、今年度のところで企画費で１８万円、それから債務負担で７

５０万円出てきておりまして、さっき言われた１０年前、１０周年のときにも「第九」演奏会を

開催して盛況であったということなんですけれども、その金額も金額ですんで、その根拠といい

ますか内訳のようなものがお示しいただければ、より判断に当たって幾らかでも考察が深まるか
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なという思いでおったんですけれども、今日は書面のような形でも出てきていませんけれども、

何か内訳のようなところで御説明いただければと思うんですけど、まず今年度分の１８万円につ

いてお聞かせいただければと思います。 

○岡田文化振興課長 １８万円につきましては、印刷代とそれから諸経費を計上させていただい

ております。 

○石原委員 「第九」ですから、当然日本各地、今月ですね、いろんなところで「第九」って歌

われて、皆さんで盛り上がって歌いましょうの曲目では一番メジャーな曲なのかなとは思うんで

すけれども、さっきの岡フィルさんの話もあったんですが、僕が率直に受ける感想は、じゃあ皆

さんで一緒に２０周年をお祝いしましょう、一体となって祝意を盛り上げましょう、それは分か

るんですけれども、岡フィルさんで確かにそれはすばらしい、専門的な、一流どころのハーモニ

ーなんでしょうけれども、じゃあ市民の皆さんと一緒にお祝いをというところであれば、「第

九」の岡フィルさんも一つの選択肢ではありましょうが、じゃあどういう形で皆さんと一緒に、

「第九」にとらわれることもないと思うんですよ。先月のたしか音楽祭のときに、市長がもう壇

上で、舞台の上で来年皆さんと一緒に「第九」を歌う準備を進めてますみたいなことを大々的に

もうおっしゃっていましたけれども、「第九」も一つかもしれん、岡フィルさんも一つかもしれ

ん、だけれども、じゃあどういう形で２０周年に向けて、例えば音楽のところでいくんであれ

ば、どういう形、スタイルで進めていくかというところも、いろんな選択肢があるんじゃないか

な。岡フィルさんも確かにすばらしいでしょうけれども、じゃあ小学生、中学生、高校生も交え

て、それぞれ吹奏楽部もあるわけで、そういうところから、技術的にはそりゃあ岡フィルさんに

は到底及ばんかもしれんですけど、皆さん一緒に２０周年なんですよ、盛り上げていきましょ

う、ぜひ御協力を、皆さん一緒に楽しみましょうみたいなところで、一つずつ、少しずつ進んで

いくのもひとつ、じわじわと市民の皆さんにも浸透していって、そういう形の演奏会もあるんじ

ゃないかなとは思うんですけれども。 

 じゃあ債務負担も併せてお尋ねをということだったんで、来年度分の７５０万円について御説

明いただける何かものがございましたらお聞かせいただければと思うんですが。 

○岡田文化振興課長 債務負担分につきましては、出演料でありますとか、オーケストラに係る

費用といたしましてが５１０万円、合唱の練習に係る費用といたしまして１７２万円、備前市市

民センターのホールの合唱される方のステージを設営する費用といたしまして８４万円、印刷代

が４４万円、諸経費が２９万円、備前市市民センターの会場使用料が１２１万円となっておりま

す。 

○石原委員 ありがとうございます。やはりこれだけの出演料、一番大きなものでは必要になる

んかなというのを改めて実感したところと、それから市民センターでされるんであれば、使用料

が必要になるんかなという思いでおったり、まあまあこういう形で補正予算案が出てきてますん

でもう判断するしかないんですけれども、これまでの過程の中で、さっきしばらく前に申し上げ
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ましたけれども、じゃあ「第九」でいきましょう、岡フィルさんにお願いをしましょう、どうい

う検討経緯でもってそこへ、そういう結論に至ったのか、それから検討過程でほかの音楽であっ

たり、ほかの手法であったりというところはテーブルに乗せていろんな手法も含めて、やり方も

含めて検討がなされた結果、こういう形で出てきとんでしょうけども、検討経緯についてお聞か

せいただければと思うんですけど。 

○岡田文化振興課長 先ほども申し上げましたとおり、１０周年のときにも「第九」の合唱をし

ていることと、それから岡山フィルハーモニック管弦楽団、その１０周年の際にもこちらにオー

ケストラをお願いしております。先ほど部長が申し上げたように、岡山ではプロのオーケストラ

でもありますし、備前市と２６年に包括連携協定を結んでいることなどから、こちらでお願いす

ることとしました。 

○尾川委員 新規事業等の概要を見させていただいたら、市民の方や市にゆかりのある方の参加

によりということを書いとんですけど、具体的に方策についてどういう形で進めようとしとんか

という考え方を教えてもらえたらと思うんですけど。 

○岡田文化振興課長 合唱団員の募集なんですが、前回と同様に「広報びぜん」にチラシを折り

込む予定としております。あと市民の方の参加をお願いするとともに、当然職員にも声かけをし

て、職員も参加し、それから市の音楽連盟の団体さんには個別に出演のお願いに上がらせていた

だこうと思っております。あと、市民、住所があるなしに関わらず、備前市にゆかりのある方々

を広く募集させていただいて、皆さんと一緒に力を合わせて「第九」を成功させたいと思ってお

ります。 

○尾川委員 前回１０年前ですか、参加した覚えがあるんですけど、１０年前の反省というか、

問題点があったと思うんで、そのあたりを踏まえて今回の企画というのはどういうところを工夫

されたんか。私らは一番が参加者だろうと、参加者の意識というか、どういうふうに誰が来るん

かとかということについて、本当に１００名という話があったんですけど、それが本当に達成で

きるんかなというのが、その辺前回のを踏まえてどういう工夫をされて今回やろうとしとんかと

いうのを、分かれば教えてください。 

○岡田文化振興課長 前回のことを参加された方からお聞きしますと、練習の場所ですとかいろ

いろ苦労されたということで、そういうことのないように皆さんが安心してではないんですが、

練習に打ち込めるようにスケジュールを組んでいきたいと思っております。 

○尾川委員 それから、実行委員会を立ち上げると聞いて、実行委員長に副市長が就任されると

聞いたんですけど、具体的に活動はどういうふうにこれから展開しようとしとるんですか。 

○岡田文化振興課長 議決をされましたら、実行委員会を立ち上げて、今後の練習方針ですと

か、そういった予算ですとか、そういったことを順次決めてまいりたいと思っております。 

○尾川委員 費用面ですけど、これがみんな心配しょうんがちょっと高いという感じを持っとる

かと思うんですけど、前回と比較してそんなに上がっとんですか。前回どのくらいかかったかよ
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う知らんのですけど、その後、そらあ諸物価値上がりしてやけくそ上がっとんじゃけど、その辺

もあると思うんですけど、そういう比較からしたらどんな規模で考えられとんですか。 

○岡田文化振興課長 前回１０年前と比べては確かに金額的には上がっているんですが、今回債

務負担として出させていただいた金額なんですが、まだ決まり切った歳入しか計上しておりませ

んので、これから協賛金ですとか寄附とかそういったことも考えておりますし、おっしゃられた

ように物価も上がっていて、確かに全ての費用で下がっているところがないのではありますが、

そういった寄附を視野に入れていきたいと思っております。 

○藪内委員 「第九」は何も文句を言うわけじゃないんですけれど、ただ、先ほどから言われと

る市民参加、市民が盛り上げていくと、市民全体で祝おうということからいいますと、プロと素

人を一緒にするわけにはいきませんけれど、岡フィルとかでなく、そこから市民参加で考えるの

もありじゃないんかなとは思うんですが。 

○岡田文化振興課長 私の勉強不足なのだとは思うんですが、「第九」を演奏するに当たり、市

民の方の演奏で果たしてできるのかどうかというのが把握できておりませんので、そこは考えて

おりませんでした。 

○藪内委員 私も全然分からないんで、できるかどうか分かりませんけれど、あと約１年かけ

て、完璧にプロのようにできなくっても、一生懸命練習等をして市民参加、市民がつくり上げ

る、それでその２０周年以降のまた３０年、４０年に向けて頑張られるというのはどうでしょう

か、私の意見です。 

○松本委員 僕は最初言いましたように、なぜこういうことをするのか疑問というのと、それか

ら、こういうことを決めるのは、僕は執行部もそうなんだけど、議員の中で積極的に賛成意見と

か、ぜひしてほしいとか、そういう意見を出してほしいと思うんです。そういう議員間でこうい

う問題を議論するのが大切じゃないかなと。執行部がこれをやりますとかというよりも、そこら

辺を率直に問いたいと思うんですけど、こういうことが議題になるかどうか分かりませんけど、

議員間でフリートーキングすりゃあいいと思うんです。 

○森本委員長 そういう御意見がありました。 

 賛成の方で御意見がある方はどうぞ。 

 松本さんが反対を今表明されているんですね。どなたも反対とか言われてないんですけど、反

対と明確に言われたのは松本委員だけなんですけど、賛成の方で。 

○松本委員 私が言っているのは、これをいいと思う人の積極的な意見を述べてほしいと思うん

です。 

○奥道委員 先ほども私申し上げたとおり、ベートーヴェンが「第九」を初演から２００周年、

そして備前市の合併２０周年と本当にそういう不思議な時の符合であるということが１点、さら

には、このベートーヴェンの日本での初演から約１０８年、ちょうど１９１８年の第１次世界大

戦、戦争のさなかですわ、この戦争のさなかに日本で最初にドイツの捕虜が徳島で演奏会をやっ
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てると、まさに平和の象徴のような歌であると私は信じてます。だから、やることに大賛成で

す。よろしいですか。 

○丸山委員 本当に記念式典、もう記念という部分、節目節目の１０年のときにやったというこ

とは、自分の中でそこは知らなかったところはあるんですが、やはり何にしても節目のときに盛

大にやるっていうことはいいんじゃないかなと。先ほど細かい金額のことは聞きましたけど、そ

ういったところは必要なお金、先行投資みたいな感じになるかもしれませんけど、本当に一般の

方、いろんな学生の方にやってもらうのは、それもいいかもしれませんが、学生の方はまた、あ

っ、こういったプロのあれを見て聞いて、それから次のときにやってみようかなっていう思いを

持ってくれればと思うんで、今回のはその式典、２０周年というのは、「第九」をやるというこ

とは、もう大いに賛成で、ぜひとも毎年でもやってくれというわけにはいきませんけど、節目と

いう部分でやっていただきたいなと思います。賛成の部分で。 

○西上委員 私もこの「第九」に関して、このベートーヴェンの最高傑作ということで、これは

自由、平等、平和と友愛を求めて荘厳なドラマチックで歌い上げる圧巻の「歓喜の歌」だと私は

思っております。今、世界各地で起こる紛争が絶えない今こそ、この「第九」が必要だと思いま

す。 

○松本委員 庶民感覚と違うんですよ。私はそのことを一番気にするんですよ。ベートーヴェン

がどうだとか、「第九」がどうだとか、そんなことは分かり切ったことだと。それから、私もこ

れをオーケストラで聞いたことありますよ、大阪のほうで。だけど、その場限りで、私の感覚が

そうだったかも分かりませんけど、何かこういうぱっと一瞬で終わってというよりも、さっきち

ょっと話に出ていたように、市民がもうやっぱり「第九」を歌おうという、そういうムードにし

て、いいオーケストラのどうのこうのというよりも、むしろやるんなら、そういうところを大切

にしてほしいと思うんです。お金をかけて、ちょっと有名なかどうか知りませんけど、オーケス

トラを呼んでぱっと聞いて、ああ、よかった、それで終わるんじゃなしに。私はベートーヴェン

とか「第九」についてどうのこうの、全然もう異議はありません。それなりに価値を見いだして

おりますし、いい曲だと、それは問題ない。 

○西上委員 ２００５年３月２２日にこの備前市が合併して２０周年を迎えるということで、歴

史を振り返ってみれば、１９５５年、旧備前町と伊里町、香登町、和気郡鶴山村、そして邑久郡

鶴山村が合併したということで、この１９５５年ということで、これも市制、誕生して７０周年

を迎えるわけですけれども、それについて２０周年の中にそういう歴史があるということで、こ

ういうのも中に含めていただけないものなんでしょうか。 

○森文化スポーツ部長 当然７０周年に当たるということもそうなんですけども、一応新市にな

って２０周年と、今の形になって２０周年というところで記念行事ということでしたいと考えて

おります。 

○西上委員 新市となってということで、過去があるから今があるわけで、過去のこの７０周年
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を非常に忘れてもらっちゃ困るということで、特に私ども東鶴山は、邑久郡からこの和気郡に来

るということで、当時としては非常に一大決心したわけです。それをないがしろにはできないと

私は思うので、この後に括弧書きでもええから、そういう文言をひとつ入れてもらっておればと

思います。 

○森本委員長 ちょっと逸脱しないでやってやってください。今議案はこれで出てきているの

で、検討してくださいぐらいで止めていただければと思います。 

○西上委員 検討はいかがでしょうか。 

○森文化スポーツ部長 考えたいと思います。 

○石原委員 ベートーヴェンが２００周年、来年ですか、それから平成の大合併で日本中の自治

体がたしか同じようなタイミングで、恐らく同じように２０周年を迎えられると思うんですよ。

これはもう全国的にも２００周年と２０周年と恐らく、２００周年はもう動きもせん年数ですけ

れども、まさしくそれに合致する年が来年、２０２５年ですか、そのあたりで訪れると思うんで

すけれども、「第九」なら「第九」でお祝い皆さんでしましょうは、否定するものでもないんで

すけれども、例えば進め方として、今課長いつぞやおっしゃいましたけれども、いや、市民の特

に学校の子供たちの演奏能力がどれぐらいか分かりません的なところもあったんですけれども、

じゃあ１８万円の実行委員会立ち上げのところは立ち上げて、２０周年に演奏会を何かしましょ

う、立ち上げた中で、じゃあ何を選曲するのか、「第九」でいくのか、「第九」を選ぶんであれ

ばどういう形でいくのかというようなところも、その実行委員会なるところで検討いただいて、

じゃあ岡フィルでいきましょう、そういう形で経費をかけていきましょうということで進むんで

あれば、ここで一気に債務負担がどっと出てきてじゃなくても、まず実行委員会のところで少

し、あまり時間かけられんでしょうけれども、じゃあどういう形を皆さんで一緒に目指しますか

というところから進んでいくべきじゃないのかな。「第九」ありき、岡フィルさんありきでいく

と、ちょっとまた違うんではないかなというのは、もう今までの委員の皆さん方の意見であった

り、執行部の説明を聞いた中で感じたところです。そこがちょっと残念かな、進み方が。まず実

行委員会を立ち上げてからでもいいんじゃないのかなとは感じました。これはもう意見です。 

○立川委員 先ほど明細で御説明があったんですが、部長のほうもおっしゃいましたが、岡フィ

ルで５１０万円という金額を上げておられますが、見積書は取られましたか。 

○岡田文化振興課長 はい、徴取しております。 

○立川委員 そうしたら、全部岡フィルさんが面倒を見て、それだけという金額が出ておるんで

しょうか。 

○岡田文化振興課長 合唱のほうにつきましては、岡フィルさんの契約とは関係なく、実行委員

会と直接契約をするような予定にしております。 

○立川委員 見積り出ておるんでしたら、その内容についてお尋ねですが、編成はどのぐらいの

編成になるんでしょう。棒振りさんは常任なんでしょうか、客演なんでしょうか。 
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○岡田文化振興課長 編成は４７人ですが、指揮者についてはまだ決まっておりませんので、こ

こではお答えいたしかねます。 

○立川委員 それってすげえ金額は張るんですよ。常任の棒振りが振られたらいいですけど、客

演で振られるとワンステージ２００万円ほどしますんで、今頑張っておられる佐渡さんなんか呼

んだら３００万円取られますよね。客演にするか常任にするかで、これ、二、三百万円違ってく

ると思うんですよ。今のお話で考えておりませんということじゃなくて、常任の棒振りにさせま

すという見積りじゃあないんですか。４７の編成でやられるんでしょ。 

○岡田文化振興課長 今お示しした金額でもう指揮者の金額も入っているということで御理解い

ただければと思います。 

○立川委員 じゃあ、指揮者、棒振りさんのギャランティー込めて５１０万円でやれるというこ

とで組まれたんですね。合唱のほうはどうされるんですか。これも４パートあって、それぞれト

ップが要ると思うんですけど、市民の皆さんにトップをせえというのは大きな負担になると思う

んですよ。私も出たことありますけど、フロイデだけ言うとったらええ人と、やっぱりトップを

歌われる人とギャラが違うんじゃないかなと思うんですけど、今聞きますと合唱の１７２万円と

いう数字を言われたんですが、これは市民の皆さんが来られる足代とか、練習、レッスンの会場

代だとか、そういう意味だと思うんですけど、これも客演呼ばれたら、大変申し訳ないんですけ

ど、声楽のほうはあまり詳しくないんですけど、まあ５０万円は下らないと思います、お一人。 

○岡田文化振興課長 先ほどお示ししました５１０万円の中には、指揮者、ソリスト、楽団員等

も含んだ金額でございます。合唱練習費用につきましては、市民の方、合唱に参加していただけ

る市民の方を募集して、その方のパートの練習でありますとか、そういったものの費用に充てる

こととしております。 

○立川委員 じゃあ棒振りさん、常任が入っておられると。ソリストというのは、９番にソリス

トありましたっけ。 

○岡田文化振興課長 ソリストは、第４楽章で合唱で歌うときのソリストのことでございます。 

○立川委員 だから、合唱でソリストを頼まれるんでしょう、４人ほど。それも入っていますと

いう解釈でよろしいんですね。 

○岡田文化振興課長 そのとおりでございます。 

○立川委員 だったら、その辺のことをひっくるめて御説明いただけると理解ができるんですけ

ど。それでは、例えば岡フィルさんに全部依頼しとんじゃない。そういうことで部長言われたん

だと思います。合唱のソリストも含めて５１０万円、これは動かないですね。大丈夫ですね。 

○岡田文化振興課長 はい。債務負担行為のために見積りを取っておりますので、これ以上増え

ることはないと思っております。 

○立川委員 そういった金額を出してプロを呼ばれるということで理解はします。市民のほう

の、今おっしゃったように広報に出されたりというようなことのお話をされていましたけど、こ
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れ、１００名例えば合同練習、パート練習いろいろあるとは思うんですけど、この練習場の確保

もこのさっき言われた会場費１２１万円の中に含まれておる。 

○岡田文化振興課長 含まれております。 

○立川委員 レッスントレーナーの費用は入っていますか。 

○岡田文化振興課長 入っております。 

○立川委員 どこの費用に入っていますか。 

○岡田文化振興課長 合唱練習費用の中に含まれております。 

○立川委員 じゃあ、１人私が応募しました。練習に行きます。来年の１２月まで行きますよ。

これ、何回ぐらいの予定で、１回どのぐらいの費用をいただけるんでしょう。実費ぐらい出るん

ですか。 

○岡田文化振興課長 練習につきましては、現在のところ２４回程度を考えております。指導者

につきましては、謝礼と交通費の実費負担を予定しております。 

○森本委員長 参加者の部分を聞かれています。 

○立川委員 市民が、私が参加しますということになって、２４回来てください。そのうち２０

回しか行けませんと。１回幾らぐらい補助金といいますか、手当といいますか、旅費は考えてお

られるんですか。 

○岡田文化振興課長 市民の方へは考えておりません。 

○立川委員 市民の募集は１００人程度という御予定にされていますね。この１００人の方は手

弁当で、どこまで行っても交通費も飯代も持ってくださいですね。さっき言ったソリストをひっ

くるめてその他は、契約に入っている人は旅費等出しますよ。指導者はどのぐらいを見ておられ

るんですか。何人ぐらい。 

○岡田文化振興課長 総合的な人数については、何人とかというのがはっきり出てないんですけ

れど、練習によりまして、パート練習であったら指導者４人とピアニストが４人とか、そういっ

たことで検討しております。 

○立川委員 多分それでは無理だと思いますので、普通やっておられて。その辺の計画をもっと

しっかり立てていただけてこの予算を立てていただいたらよかったなとは思います。成功しても

らうにこしたことないんですけど、予算の立て方が乱暴かなという気がしましたので。おっしゃ

いました来年１２月２２日、ワンステージやりますということで確認を取らせていただいている

んですが、これは市民の皆さんは入場料取られるんですか、取られないんですか。 

○岡田文化振興課長 そのあたりもまだ検討しておりませんので、実行委員会を立ち上げたとき

に検討していきたいと思いますが、参考までに申し上げますと、１０年前には入場料をいただい

ております。 

○立川委員 幾らでしたっけ、１０年前は。 

○岡田文化振興課長 ２，０００円いただいております。 
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○立川委員 そういうこともしっかりとお考えいただいて、出るところだけじゃなくて入ってく

るほう、寄附をもらうというようなところもされとったんですが、これはＣＦでもされてゆっく

り考えてしっかり練っていただけたらと思うんですが、クラウドファンディング等々御利用する

予定はありませんか。ふるさと納税企業版でも結構ですけど。ぜひ歳入もしていただきたいと思

うんですけど。 

○岡田文化振興課長 今、具体的なことは考えておりませんが、委員おっしゃられたように、ク

ラウドファンディングも考えていきたいと思っております。 

○中西委員 １２月２２日に行われるとお伺いをしたんですが、私は合併した日にどうして行わ

ないのかなと。合併した日に行うのであれば、債務負担行為も納得できるわけですけども、１２

月２２日でどうして債務負担行為がこんなにたくさん出てくるのか。例えばオーケストラの５１

０万円ですけど、これは前もってお支払いをしないといけないものなんですか。 

○岡田文化振興課長 前もってお支払いするわけではないんですが、契約でありますとか、それ

から打合せ等をするに当たり、実際に動かなければならないので、ここで債務負担行為を組ませ

ていただいています。 

 それから、合併の日に「第九」をしないのかというお話なんですが、１０年前にちょうど式典

の後に演奏会をしたんだと思うんですけれど、そのあたり、会場等がばたついたりしたようなこ

ともいろいろ記されておりましたので、１２月に予定をさせていただいております。 

○中西委員 ベートーヴェンの生誕に合わせるというのは、それはそれで後づけでも別に構いま

せんけども、これは備前市の合併の式典ということになると、合併の日に合わせるのが普通なん

じゃないんですかね。何で１２月２２日なんかになるんですかね。 

○岡田文化振興課長 「第九」は一応年末に多く開催されるというところもあり、そのような日

程で組ませていただこうとしております。 

○中西委員 やはり債務負担行為を行う理由が私は理解ができないんです。新規事業の説明を読

むと、１月から実行委員会が立ち上がると。しかし、２月から例えば合唱の練習がもう始まると

いうことにはなかなかならんと思うんですね。実行委員会を開いて、それから呼びかけをしてと

いうことになってくると、ここで出てくるような債務負担の７５０万円が３月までに動くという

ようなことは考えられないんじゃないでしょうか。 

○岡田文化振興課長 実際にお金が７５０万円も動くのではないんですが、一つの事業として提

出させていただいておりますので、ここで債務負担として上げさせていただいております。 

○中西委員 やはり、これは当初予算に上げるべき予算の性格ではないかなと思います。 

 部長はどう思われます。 

○森文化スポーツ部長 この債務負担につきましては、もう議決をいただければ「第九」の実行

の日に向けてすぐにでも契約いたしまして、日程調整等入っていかないと時間的にも厳しいよう

なこともありまして、ここで債務負担行為を上げさせていただいております。お金自体は、課長
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が言うたように動かないんですけれども、これの実施に向けて準備を含めて今年度内から手がけ

ていきたいというところでございます。 

○中西委員 ５月にやるんだったら私は債務負担行為もあるかなと。しかし、１２月２２日の中

でやるということになれば、この予算がついてなくたって契約はできるわけですから、私は十分

対応できるんじゃないかと思います。 

 それと、先ほど来石原委員もおっしゃっとられましたけども、もうこれだけのことをもう既に

決めてしまうと、実行委員会なんてもう必要になくなってくるんじゃないですか。もう実行委員

会は、もうそれでやるしかないというものになってきて、本来の実行委員会が考えてやる部分が

ほとんどなくなってしまう。実行委員会の役割が何なのかということさえ疑われるような企画じ

ゃないですか。もうこれはよろしいです。私の意見です。 

○森本委員長 関連でないですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 暫時休憩します。 

              午前１０時２５分 休憩 

              午前１０時４０分 再開 

○森本委員長 委員会を再開いたします。 

○尾川委員 商工というか産業に言うてもおえんのんかもしれんけど、２０周年の行事の取りま

とめというのは誰が取り仕切っていきょうんかというのを、それは分散して担当、担当というの

は分かるんじゃけど、全体像をある程度、そりゃあわしはいっつも思うんじゃけど、備前市ぐら

いじゃったらなかなか後追いで、全体像も、ああ、これもしたほうがええなあというてちょろち

ょろ出てきて全体像をつくっていくというのはよう分かるんじゃけど、その辺をある程度示しな

がら、その中の「第九」じゃとかなんとかじゃとかと、全体像、分散していくのはあんたらの執

行部の手ではあるんじゃけどな、手ではあるんじゃけど、市民にこういう企画をして合併２０年

を祝いたいと、それでここに書いとるように、きちっとこれから備前市を発展ささにゃあいけん

という節目にしょうという願いをもうちょっと明確にして、何と何と何を予定しとると、基本に

なるベースを、それからあと枝葉はまた追加で、こんなこともやったほうがええんじゃねえかと

いうのが出てくるかも分からん、それを明確に示してもらいたいと思うんじゃ。小出しにして、

「第九」です、何です、かんです、野球ですというてな、それも方法かもしれんけど、オリック

スを応援に行くというのもあるんかもしれんけどな、それじゃあなしに全体像を示してほしい

な、難しいけど。それをよう言うてえてえ、誰が取り仕切りょうんか、総務のほうがしょうんか

誰か知らんけどな。それを明確にしてほしいんじゃけど。 

○森文化スポーツ部長 委員おっしゃられるように、取り仕切っているというか、中心部署と調

整して、その全体像について明確にしてもらうようにしたいと思います。 

○尾川委員 そういう意見があったというてよう言うてえてえ。野球もするんじゃろうし。 
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○中西委員 最初にその全体像の話を聞いたときに、ほかは分からないとおっしゃっとられたん

だけど、分かる責任者はどこになるんですか。この予算委員会なんかも３つぐらいに分かれてや

るんで、どこで私は言うてええんか分からんのんですけど。 

○森文化スポーツ部長 企画課なので、総合政策部かと思います。 

○中西委員 部長同士で相談しなければ分からんようなところで決まっているんかな。 

○森本委員長 代表して総務のときにお聞きしてもらうようにいたしましょう。 

○中西委員 はい。 

○森本委員長 それでお願いいたします。 

 もうこの件はよろしいでしょうか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 そうしたら、範囲の中でほかのところの箇所で質疑のある方はどうぞ。 

○尾川委員 巡回展の資料を総務産業でもろうた総額を出して、４億５，０００万円ほどじゃっ

たんで、これ、ちょっと違うんじゃねえか、説明してもろうたらと思う。 

○森本委員長 本日提出されている資料の説明をお願いいたします。 

○大岩巡回企画課長 こちらのほうは、商工費の観光費の中の１９節の負担金補助及び交付金と

いうところの１，３００万円の内訳と、その補助金が令和６年度の債務負担になっとりますの

で、そちらの４，０００万円の内訳でございます。あと事務費が残りの１，９４４万１，０００

円ありますが、これは１，３００万円をのけた６４４万１，０００円が、報償費であるとか旅費

であるとか需用費といった事務費等になっております。 

○尾川委員 今の説明で、前に１２月１４日にもろうた資料とは違うということで、金額が違う

んじゃから中身が違うと思うんじゃけどな、そういう理解をしたらええわけ。 

○大岩巡回企画課長 せんだっての委員会でお示しした巡回企画展の１，９４４万１，０００円

は、１，３００万円と、今さっき申し上げました事務費の分を足した数字でございます。 

資料のほうは、令和５年度と令和６年度に分けさせていただいております。令和５年度が、

先ほど申しました１，９４４万１，０００円のうちの補助金の１，３００万円相当でございま

す。令和６年度は、債務負担の４，０００万円でございます。主には、７会場を予定しておりま

す。７会場は、フランスのストラスブール、ヴァロリス、あとパリ、それからベルギーのブリュ

ッセル、スイスのバーゼル、あとモナコ公国、あとこっちのニューヨークを７会場として予算の

ほう組ませていただいております。 

 まず会場借り上げ費として計上させていただいております７か所分です。それから、広告費用

ということで、なるべくミラノでしたものを使うことといたしまして、その分をなるべく使うよ

うにして経費を抑えております。広告費用ということで、７会場分と一式ということで上げさせ

ていただいております。 

 あとブース、デザイン、当然会場のデザインであるとか設計ということで、７会場とデザイン
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費、設計業務、什器類レンタルということで、一式上げさせていただいております。 

 それから、会場運営に係る経費ということで、会場のスタッフ、人件費、通訳、あと運営管理

費ということと、あとパンフレットの作成ということで計上させていただいております。 

 あと物流に関する費用ということで、作品の輸送ということで一式上げさせていただいており

ます。 

 それから、職員の現地渡航に係る費用ということで、７会場分ということで上げさせていただ

いております。 

 あと、事前の調査渡航ということで、欧州とニューヨークのほう１回ずつ計上させていただい

ております。 

 あと、業務運営管理費ということで、業務委託するところに企画料として１月から３か月分と

残りの１２か月分を足して１５か月分を計上させていただいております。 

○尾川委員 要は、新規事業等の概要の１，３００万円と４，０００万円の明細がこれへ出とる

ということで理解すりゃあええんじゃな。 

○大岩巡回企画課長 補助金の内訳でございます。 

○尾川委員 文言のごじゃごじゃ言うんじゃねえんじゃけど、ニューヨークほかというてなっと

るが、まだようけやるんかなと思うて、それを聞きたかってな、７か所というて限定したって、

その状況に変化があるんじゃろうけど、そのほかをどんなんかなと思って気になってな。 

○大岩巡回企画課長 会場の場所はある程度決めているんですけど、会場の美術館であるとかギ

ャラリーであるとか、そういったところを考えたときに、会場が安く押さえられればあと数か所

できる場合もありますので、そういったところでほかということでさせていただいております。 

○尾川委員 この委託料が５０万円というて、委託業者、これは人件費だけじゃろうけど、委託

料というのはどうなっとるん。どこへ委託する予定を考えて、もう決めとんじゃろうと思うんじ

ゃけど、揚げ足取るんじゃねえんじゃけど、どのくらいのマージン、そう言うたらあれじゃけ

ど、委託業者というのはあれかなという。 

○大岩巡回企画課長 委託といいますか、このたび１０月に北前船フォーラムのときにアルザ

ス・欧州日本学研究所、ＣＥＥＪＡと連携協定を結びまして、そちらのほうが欧州もニューヨー

クもある程度出展とか経験がありますので、そこにお願いするようには考えております。 

○尾川委員 そしたら、えろう専門家がおられたら丸投げというて言葉は悪いけえ、また丸投げ

というのになるわけ。 

○大岩巡回企画課長 丸投げではなくて、当然持っていく作品であるとか、そういったことはこ

ちらで選びまして、向こうのほうで管理運営していただくとは考えております。 

○尾川委員 それで、要するに期待するところというか、これだけ金かけていて、どういう成果

を狙いにしとる、それは書いとんかな、よう見てねえんじゃけど。そりゃあいろいろ事業目的に

ゃあるる書いとるけど、数字的に見てもどういうふうな、例えば売上げがどうじゃとか、どうい
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う備前焼の業者というか、いろいろ今までの話があったけど、どういう人を対象にしてどうなっ

て、どのくらい売上げ、もうけは別として、売上げ、振興に、それで今後のことについてどうい

う計画を立っておられるのかな。この事業目的をしっかり読めえ言われるけど、その辺を確認

方々教えてもろうたら。 

○大岩巡回企画課長 出展につきましては、このたびのこの予算がもし通過させていただけれ

ば、出展を希望される作家、窯元さんに御案内をいたしまして、出展希望をお聞きします。まず

お聞きしまして、もう一度どういった、今回の巡回展は一応美術的なものを考えておりますの

で、そういった美術、一点物を集めさせていただこうかなと考えております。 

 その海外の、こちらは美術的価値の向上を目指すというのと、あと一点、地域商社で販路拡大

ということをやっておりますので、こちらの巡回展は、基本的には備前焼の美術的価値を高める

ということで、今のところこちらの巡回展では販売は考えておりません。 

○尾川委員 欧州のほうは備前焼について関心があると、販路は大丈夫じゃという話を聞いたよ

うに、わしが勝手に解釈しょうんかもしれんけど、その辺はある程度、国というたら悪いけど、

ああいう個人の誰々さんじゃったか忘れたんじゃけど、その人らが、責任というたら言葉が悪い

けど、ある程度アドバイスとか協力やこう得られるわけ。どの程度してもらえるん。 

○大岩巡回企画課長 国のほうといたしましては、欧州連合、ＥＵの日本政府代表部で伝統工芸

品については欧州の販路というんですか、知名度アップということで、日本食であるとかお酒で

あるとか、そういった日本食マークと、今度、器ということで、それでお力添えをいただくとい

うことで、このたび欧州から伝統工芸をもっと補助金を追加ということで、このたびの答弁で

も、そういったことでは市長が答えておられましたんで、お力添えは今でもいただいておりま

す。 

○尾川委員 担当者はへえで替わっとりゃへんのん、あれはすぐ替わるんじゃけど。あんなの言

うたら悪いけど。おるんかな、へえで。 

○大岩巡回企画課長 ＥＵ大使は替わられております。 

○尾川委員 いや、何とかというて講演しょうったが、この間岡山で。北前船出て、欧州まだ日

本にそういう備前焼に興味があるように聞こえたんじゃ、わし。だから、頑張ってやってもらえ

ると。じゃから、それでこれへ金使ようんじゃと思うんじゃけえな。 

○大岩巡回企画課長 その方は、１年目なんでまだ替わられておりません。 

○尾川委員 こんなことを会議で言うたんじゃけえ、どの程度期待できるん、あの人は。力はあ

るんか。 

○大岩巡回企画課長 その点は私のほうからお答えできません。 

○立川委員 金額のお話が出たんですが、２０、２１で観光費の中で、さっきおっしゃった委託

料６００万円、企画調査委託料、これも全てこの関係の事業かなと思うんですが、これがさっき

尾川さん言われたように、この計画に入ってないんですけど、この分はどういったところへ行っ
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て、どういったことをされる企画費なんですか。 

○大岩巡回企画課長 こちらのほうは、職員２名と、一応コーディネートということで２名の事

前の現地調査派遣業務ということで、５泊７日で予算計上させていただいております。 

○立川委員 じゃあ、この一覧表の中の事前調査渡航に係る費用の中には入ってないんですか。 

○大岩巡回企画課長 こちらには入っておりません。 

○立川委員 何でそんなに小出しされるんですか。名目は一緒じゃないですか。事前調査渡航に

係る費用なんでしょ。ここに計上している６００万円は。さっきおっしゃった２名分行かれる金

額でしょ。何でこの一覧表に出てこんようになったん。 

○大岩巡回企画課長 事業実施主体の補助金で考えておりますので、その補助の主体業者の職員

ということと、あと委託業者もその補助の主体業者のほうでやっていただくということで、こち

らの職員とは別の考えでございます。 

○立川委員 さすが行政ですね。おかしいでしょ。この前総務産業委員会で出された資料があっ

たじゃないですか。備前焼振興について、巡回企画課、欧州、米国で備前焼巡回展の実施準備

１，９４４万１，０００円、令和５年１１月補正で執行しますよと。それで、今日こっち、新規

事業の概要では５，３００万円、当初言われたように、どうなの、これって。先ほどおっしゃっ

た理由は分かりますけど、じゃあこんだけかかりますよ、いやいや、こちらではこんだけの金額

ですよ。分かりにくくないですか。僕ら分からへん。あんたら何考えとんねんというぐらいしか

出てこうへんのですけど、その辺何でそうなるのか、今おっしゃったように、もっと分かりやす

く御説明いただけたらと思いますが。 

○大岩巡回企画課長 こちらの委託料ですが、もし予算を通していただいたならば、１月から３

月の間に実際に市長を含め、ＥＵのベルギーであるとかフランスのストラスブール、あとミラノ

はミラノサローネで別の家具展があるんですけど、そちらのほうに事前にお伺いして、そういっ

た催物について現地の方と打合せをしてくるということの委託料でございます。 

 それから、補助金の内訳につきましては、事前ということであるんですけど、そこの補助金の

実施主体の方が行かれるということで予算計上をさせていただいております。 

○立川委員 巡回企画課というのはいつできたんでしょうかね。 

○大岩巡回企画課長 １０月１日でございます。 

○立川委員 そこの事業年度、令和５年度、事業名、備前焼海外巡回展示展、これへおっしゃる

とおり１，９４４万１，０００円上げているんですよ。さっき課長が御説明いただいたように、

これ、補助金ですねん、これは費用ですねんって書いとりゃしまへんで。これに係る費用は１，

９４４万１，０００円ですよ、それの債務負担行為が４，０００万円ですよ。これ、６，０００

万円という僕解釈しました、この一覧表を見て。新規事業の内訳を見たら５，３００万円。これ

って、何かほかにもあるんかなという疑念を抱くんですよ。また、どっかにそれの関連の費用が

あるんかなと思わせるような書き方は御勘弁いただきたいんですけど、その辺はどうですか。 
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○大岩巡回企画課長 ほかにはございません。これだけです。 

○立川委員 じゃあ、この事業に係る総費用は、債務負担入れて６，９４４万１，０００円とい

う解釈をしていいんですね、巡回展の事業としたら。 

○大岩巡回企画課長 巡回企画課の持つ部分と補助主体の事業者が持つ分で１，９４４万１，０

００円でございます。マックスが１，９４４万１，０００円でございます。 

○立川委員 だから、６，０００万円見当が、債務負担入れてですけど、この事業に係る費用で

すという解釈していいんですね。 

○大岩巡回企画課長 そのとおりでございます。 

○立川委員 ありがとうございます。職員の派遣というお話が先ほども出ました。今回、企画調

査では２名行かれる。こちらでも１名、１名。これは、同じ職員が行かれるんですか。 

○大岩巡回企画課長 まだ決まっておりません。 

○立川委員 たしか秋田県の大館市と共同というお話の巡回展と理解しとんですが。 

○大岩巡回企画課長 こちらのほうは市の単独事業で、大館市との共同はイタリアのミラノサロ

ーネのミラノ大学で行うほうの事業でございます。 

○立川委員 今回は市の単独事業ということですね。さっきおっしゃった展示即売会は一切行わ

ないということの認識でよろしかったですね。 

○大岩巡回企画課長 この巡回展では、美術的価値を上げるということで進めますけども、あと

地域商社で瀬戸内市さんと一緒にしている事業があるんですけども、そちらのほうで海外の販路

拡大というんですか、そういったものの今、例えばジャパンエキスポであるとか、ＭＡＤＥ Ｉ

Ｎ ＪＡＰＡＮ ＩＮ ＭＯＮＡＣＯに出展であるとか、そういったところでしておりますの

で、そういったものも含めて、地域商社のほうで海外の販売については行っていこうとは考えて

おります。 

○立川委員 今おっしゃったように美術的価値を高めるための企画展ですか、それと並行して、

売上げのほうを行かれる地域商社も販売を同時にされるということですか。 

○大岩巡回企画課長 会場の場所がまだ決まっておりませんので、巡回展のほうは、国庫補助金

を目指しておりますので、その補助金は文化庁の補助金であるんですけど、こちらのほうは販売

しては駄目というような規定がございまして、それを補助採択していただきたいんで、この巡回

展については美術的なものということで進めさせていただく所存でございます。 

○立川委員 それは理解しとんですけど、片一方の商社で並行して販売もされるんですかと。 

○大岩巡回企画課長 場所の状況にもよります。場所の、今連携協定結びましたＣＥＥＪＡさん

のほうで、場所の選定もこういったところということで調整してますんで、そういった場所で、

もし出展が可能であれば、そこでは販売ができたらとは考えております。 

○立川委員 同時にやられるということでしょ。美術的展示に、これは文化庁の補助金の関係も

あるから展示だけで美術的価値を高めますよ。こっち側を振り向いたら売りまっせという話を進
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めているということの解釈でええわけでしょう。 

○大岩巡回企画課長 今先ほど申し上げたように、文化庁の補助金の場合は、その規定に売って

はいけないというのがあるんで、ある程度場所も、隣で出展がといったときに、補助が難しいと

思うんで、その辺は考えながらしたいなとは考えております。 

○立川委員 だから、こっちでは美術的価値を高めますよというて展示するわけでしょ。それ

で、ちょっとこっちを振り向いたら、こっちは売りまっせという話でしょ。そう理解してええわ

けでしょ。 

○大岩巡回企画課長 同時の同じ会場の隣ということはどんなのかなとは考えております。 

○立川委員 もうやめます。同一会場で、こっちは展示です、こっちは販売ですとはしないでし

ょう、普通は。だから、ちょろっと横向いてこっちで売ってまっせという話じゃないかなと理解

はしておきます。そうなってくると、販社も、商社もそうですが、市の公金を使っての事業にな

りますよね。ただ、販売したお金は市に歳入として入るんですか、入らへん。業者に入るんです

か。 

○大岩巡回企画課長 地域商社で、例えばジャパンエキスポであるとか、ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡ

ＰＡＮ ＩＮ ＭＯＮＡＣＯは瀬戸内市さんと同じ事業で、瀬戸内市さんのほうも刀であるとか

虫明焼を同時に出展しておりますので、こちらのほうは、今、そちらのほうも海外でいろいろお

助けいただいている方がおるんですけども、そちらが作品を今は買い上げていただいて、そちら

で売っていただくということで今進めております。ですから、市のほうは、その地域商社の中の

負担金補助ということで、その地域商社のほうで瀬戸内市さんと組んでいる実行委員会というの

があるんですけど、そちらに負担金を出して、そちらのほうで事業を実施していただいておりま

す。だから、市が出す支出につきましては、その負担金補助のところで出して瀬戸内市さんと一

緒に事業をしております。 

○立川委員 普通、商業活動では、それは販促というんですね、販売促進という捉え方をしま

す。売上げは、例えば備前焼作家、備前市には３００から４００というお話もございますけど、

そのことのためにそういった販促費を出すわけですよね。その辺、会計明瞭にしといていただき

たいと、お願いだけしときます。 

○尾川委員 この企画というか、備前焼振興というか、この表で令和４年度から本格的に取り組

んどるように理解しとんじゃけど、その点と、それから、これは５年度、６年度継続してやろう

としとんですけど、今後のことについて今から撤退というか、どの程度でどういうふうに、そう

いうのを何かある程度、幕引きというのは考えとるわけ。その辺ちょっと、今からそういうこと

を言ようったら、行け、進めで行きょうらなんだらどねえもならんと言うかもしれんけど……。 

要するに、どのあたりで見極めをするんですかということをちょっと難しい質問じゃけど、

答えられんかもしらんけど、どういう計画を立っていきょうんかというのを……。 

○大岩巡回企画課長 今、第３次総合計画の中で、まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で、当
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然目標数値を上げております。その中で、私どもが上げているのが４つありまして、市内観光の

入客数、あとＳＮＳの閲覧数、あと観光ボランティアガイドの利用者数、あと訪日外国人の旅行

者数ということで目標設定しております。そういったところをこういった事業をしたときにどの

くらいそれが上がっているのかということで、巡回展につきましては、こちらのほうも来年度や

りまして、その様子を見ながら後のことは考えたいとは思っています。 

○西上委員 せっかくいただいたこの資料で、広告費用という部分でお聞きしたいんですけれど

も、興味を持って巡回展に来てもらうために、この辺の具体的にどのようなプロモーションを考

えられておるのか、もう少し詳しく教えてください。 

○大岩巡回企画課長 今考えていますのが、イタリアのミラノで出展していた作品も含めて巡回

展に持ち込もうとしております。そういった中で、ミラノで喜多先生がデザインしてくださって

いるんですけど、そういった展示の仕方をある程度使わせていただきまして、図録であるとか、

あとショーケースであるとか、そういったものを使って巡回展に行きたいと考えておりますの

で、あとその図録も含めまして、例えば作家さんのホームページとかに当然飛んでいくような形

でも考えておりますし、あとパンフレットといったものも、英語、フランス語、イタリア語、３

種類ぐらいを考えながら宣伝できればなと考えています。あと当然ホームページ等も作成しなが

ら宣伝はしたいと考えております。 

○西上委員 特に年齢層についてはどういう方々の年齢層をターゲットに絞っておられるのか、

顧客の、その辺はどうなんですか。 

○大岩巡回企画課長 美術品ということで、ジャパンエキスポとかの出展の購買層を見ますと、

大体日用雑貨的なものが、出展自体も日曜雑貨的なものが多かったんですけど、モナコとかは若

干というんですか、高価なものを入れておりますので、美術、備前焼のわび寂が分かるような世

代というたら申し上げにくいんですけど、備前、日本のそういったものに興味のある方をターゲ

ットにはしたいと考えております。 

○西上委員 今デジタル時代だからこそ、逆にアナログ的な、今やパンフレット、チラシ的なこ

とも部長言われましたけれども、外国でダイレクトメールを出すというのはちょっとどうなのか

なと思いますけど、年齢が高い人なんかにはそういうこともマストなのかなと思うんですけれど

も、いかがですか。 

○大岩巡回企画課長 そのあたりは経験がありますＣＥＥＪＡさんとも相談しながら、宣伝を考

えていきたいと思います。 

○西上委員 会場運営に関わるへんで、この説明に当たられるこのパーソナルセリングの方々は

どういうような方なんでしょうか、このスタッフというか。製品を説明する方々。これは、作家

さんなんか、現地のスタッフなんか、学芸員なんか、その辺のことも部長お願いいたします。 

○大岩巡回企画課長 現地スタッフということで考えております。ＣＥＥＪＡさんが現地で雇っ

ていただくというたらあれなんですけど、そういったスタッフの方を考えております。 
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○西上委員 それは、備前焼に精通した方なんですか。 

○大岩巡回企画課長 当然その３番目のように、リクルートに関わる費用ということがあるん

で、こちらのほうで運営スタッフを現地で募集ということで、面接しながら備前焼の知識を育成

していただくということで考えております。 

○西上委員 そうやって商品説明をしていくと、お客さんは欲しいと思う方もおられるんです

ね、商品を。先ほどの話ではないんですけど、その欲しいと思った瞬間を逃さないためにも、オ

ンラインでの販売なんかがええと思うんですけど、オンラインの販売もされておると思うんです

けれども、その辺のことについて、オンラインの販売をしていけばニーズの調査もでき、一石二

鳥かなと思うんですけれども、その辺のことをいま一度詳しく御説明いただきたいと思うんです

けど。 

○大岩巡回企画課長 今考えておりますのが、図録を作るのかどうかというのも含めまして、出

展された作家さんがホームページ持たれていたら、そちらのほうに飛んでいくような感じで、Ｑ

Ｒコードになるか分かりませんけど、そういったことをパンフレットとかに入れたいとは考えて

おります。 

○西上委員 ありがとうございます。ちょっと戻るんですけど、美術館というブランド力は人気

が高い。ブランド力ということは、集客力があるからレンタル費用も高いというようなことにつ

ながっていきます。どうしてもこういう巡回展は集客が非常に大切だと思っておるんですけれど

も、この集客部分の見込みというのは、部長、どのくらい立てておられるんでしょうか。 

○大岩巡回企画課長 １０日前後のをしたときに、宣伝にもよるんでしょうけど、あとＣＥＥＪ

Ａさんが今までに出展とか、そういった美術館での運営を手がけた十分な知識がございますの

で、１日何人というめどのほうは私ども今分からないんですけども、たくさんの方に来ていただ

くような手法は取らせていただきたいとは考えています。１日何人とは今のところ目標の人数は

設定しておりません。 

○西上委員 大河ドラマ「どうする家康」は全国で巡回展をさせて、番組のＰＲをさせていたと

いうことで、ある有名な経営コンサルティングの会社の社長が言っている言葉で、成功するか否

かは前準備が９割で決まるということで、大岩部長、ぜひ前準備をしっかりして頑張っていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○尾川委員 話が、今戦略みたいなん触れたりしょうったんですけど、アドバイザーに委託し

て、ある程度お任せみたいなんですけど、歴史的に見たら、伊万里焼とか有田焼とかが海外で高

級品というか、美術品を売ってきたと思うんです。今でもどんなんか知らんけど。その辺のそう

いう戦略というのは、ちいたあ、お任せでアドバイザーというか、委託者が適当にやっとるん

で、市としてのそういう専門的に伊万里とか有田とか、ほかにあるんか、朝日新聞にも最近触れ

たり、高級品でいくんか、それとも日用品でいくんかということも触れとるところがあるんじゃ

けど、そのあたりについて誰か考えようるわけ。大岩部長が優秀なから考えるんじゃと思うんじ
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ゃけど、その辺はどういう戦略を立っとられるんかなと思うて、教えてもらえたら。 

○大岩巡回企画課長 有田焼とかといいますと、私どもの備前焼というのは、釉薬を使わずに焼

締めているということで、他の作品とは、派手さはないんですけども、わび寂ということで、分

かっていただける方には分かっていただけとるということで、ある程度、ほかの作品とは区別が

できると考えておりますので、当然、日曜雑貨品を売り込んでもあまり、メリットがないと言う

たら悪いんですけど、３，０００円、５，０００円の物を売ってもあまり、向こうの税金である

とか輸送料で取られるということがありますので、できれば高価なもの、美術的価値のあるもの

を買っていただきたいというのは考えております。 

○尾川委員 備前焼がこれまでこれだけ海外に打って出るというのは、歴史的に見てもあまり類

がねんじゃねえかなと。だから、先陣としたら、伊万里とか有田とか、ああいうところは結構前

から売って、逆に返ってきたりして国宝になったりするようなのがあるんじゃけど、そういう、

今回本当にこれだけ金かけるのは別にして、アタックしてというかアプローチかけていくという

ことは、前代未聞じゃねえかなと思う。じゃから、相当こっちも期待はしとんじゃけど、本当に

どうじゃろうかなというのが、一番みんな思うとんじゃねえかなと。勝算というか、どう担当部

長は考えられて推進さりょうんかなと思うて、それをよう確認させてもらえたらと。備前焼も、

今までにもフランスにアプローチかけて、今まで以上に、今よりももっと力入れてやったことあ

るよというていうケースがあるんだったら、その辺も教えてもらえたらと思う。わしは、これ、

本当備前焼が１，０００年の昔からあって、海外へ打って出るというのは初めてじゃねえかなと

思うとんじゃ。その辺の認識について話をしてもろうて、どうかということを教えてもらえたら

と思う。 

○大岩巡回企画課長 これだけ市として海外に打って出るということで、委員御指摘のとおり、

その費用対効果の面が一番だと思うんですけど、過去には作家さんで、個人では個展であるとか

を市でしていったんですけど、やはりかなりの費用がかかるということで、なかなか続かないと

いうようなことがありますんで、今このように市として伝統工芸である備前焼を守ろうというこ

とで、国のお力添えもいただきながら今やっているところで、今は備前焼の後継者不足であると

か問題がありますんで、今後市としても何らかの手助けをして備前焼を守っていかないといけな

いというところで今しているところです。ただ、費用につきましては、できるだけ私ども抑える

ようには考えておりますので、その辺は御理解いただきたいと考えております。 

○尾川委員 要するに違うよ、備前焼と伊万里、釉薬を使わんと、そういうのはあるけど、先人

として伊万里とか唐津とか有田とか、有田やこう人間国宝がおって、あの人、何とか柿右衛門さ

んは結構売りょうると思う。そういうのを参考にして、何か備前焼の海外へ打って出るというの

について研究されて、参考にしとるのねえかなという意味で質問させてもらいました。だから、

それをしてもろうたら、こっちも、いや、いや、こういうことで市民に対してこういうことでア

プローチかけてやろうとしとんじゃ、結果は分からんけど、こういう方向で努力していこうと思
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うとんじゃという、今までに本当に備前焼が始まって以来かなと思うたり、それも間違うとった

ら言うてくれりゃあええと思う。参考にしょうんじゃねえか、参考にしょうんかどうか、それと

あるいは、これ初めてじゃねえかと、歴史的に見てもな。そういう認識しょうるかなというのを

わしは思ようる。 

○大岩巡回企画課長 市としてこれだけ備前焼振興に力を入れているのは、過去にはなかったこ

とだと思います。ただ、備前焼の歴史、８００年で焼き締め、釉薬を使ってないということで、

六古窯の中でも一番古いというような認識もございますし、ほかの焼き物とは一線を画している

のかなというような感じでは自負しておりますので、他の焼き物にも十分対抗できるとは考えて

おります。 

○尾川委員 だから、わしが言うよんなあ、伊万里とか、焼き物は違うけど、ああいう海外戦略

については、少しアドバイザーに丸投げなんじゃろうけど、担当者もある程度研究して、歴史を

ひもといてどうじゃという、ちいたあその委託先に何もかんもじゃなし、ちいたあこうじゃねえ

かとか言うてほしいということを言ようるわけ。 

○大岩巡回企画課長 全く丸投げじゃなくて、先ほどリクルートのところで私が変なことを言い

ましたんで誤解されとんかと思いますけど、それは現地スタッフの話でありまして、当然ＣＥＥ

ＪＡさんもうちに来られまして備前焼のよさも感じ取られておりますし、その辺は十分共通認識

を持ちながら進めていきたいとは考えております。 

○藪内委員 当初この巡回展は、販路拡大であるとか販売促進というのが入っていたと思うんで

すよ。何か先ほどから説明聞いとると、だんだん分かれて、それは商社のほうであって、この巡

回展自体はＰＲの場であると。確かに先日の北前船のフォーラムでＥＵの担当官の方が、備前焼

は日用品であっては駄目だと、美術品でありオブジェであると、それを進めていくようにという

ようなことも言われていましたけど、あくまでこの巡回展は、備前焼のＰＲだけですか。 

○大岩巡回企画課長 備前焼のＰＲの先に販路拡大があると考えておりますので、このたびは美

術的価値を高めて備前焼を周知していくと、その先には当然備前焼のファンになっていただい

て、当然販路拡大にもつながっていくのではないかなとは考えております。 

○藪内委員 私の勘違いだったらごめんなさい。当初は、作家の先生方が何か７名ぐらい一緒に

行かれて、それで、その先生方のだけを展示されて、それでそれを売るみたいなことを何か言っ

ていたと思うんですよね。さっきの説明で、販売はしてはならぬということで、これはなくなっ

たということですか。 

○大岩巡回企画課長 ミラノで展示したものを持って回ろうとは考えております。先ほど申しま

したＣＥＥＪＡさんのストラスブールのほうに博物館みたいなのを持たれているんで、そこの建

物を、２年間はそこが空いていると聞いておりますので、ハブとして使わせていただいて、その

ミラノからその作品と、今回巡回展で募集する作品をそのストラスブールの博物館というんです

か、そちらのほうにまとめて、そこをハブとして欧州をＣＥＥＪＡさんの力を借りながら回って
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いくというようなことで今考えて、経費節減を考えているところです。 

 このたびの巡回展は、どうしてもこの作品を見て会場で売ってくださいという人が出てくる場

合もあるかもしれませんが、予約受付といったことはあるのかなとは考えておりますけど、基本

的には売らないということと、あと海外の大使館であるとか、そういったところにできたら寄贈

もしたいなとは考えております。 

○藪内委員 備前焼の格上げも大事ですけど、後で実売がついていくようによろしくお願いしま

す。 

○青山委員 美術品としての価値を高めるということで、備前焼作家、先ほども３００名から４

００名ぐらいおられるということで、どの辺のターゲットを考えられているのか。むしろ備前焼

をやって後継者がいなかったり、収入にも困られている人というのはかなりおられると思うんで

すけど、その辺のお考えというのは。 

○大岩巡回企画課長 備前焼も二極化というんですか、高価なもの、パトロンがついてくださっ

ているような高価なものを売られる方もおられますし、日用雑貨的なものを専門にしている方も

おられると思うんですけど、どちらがどちらというんではなくて、備前焼はアートとしてこのた

びはそういったファンをつくっていきたいと、その先に備前焼を買っていただくというようなこ

とができればいいのかなと思っております。 

○青山委員 販路を広げるというのは、いろいろな方にチャンスが生まれるとは思うんですけ

ど、何となく話を聞いていると、上位の方が中心になって、本当に困られている作家の方に光を

当てるというんか、その辺、この欧州とかニューヨークに拡大するということで、何かその先を

考えられとるということはないんですか。 

○大岩巡回企画課長 外国、欧州がそういった、前から申し上げますとおり、わび寂の分かって

いただけるというのが、フランスの方とかは焼き物のストーリー性を重視される方が多いとお聞

きしていますので、備前焼のそのストーリー性でファンをつくっていくということで、後々それ

が、前から言いましたように、万博であるとか国際芸術祭のときに、そういった方で来ていただ

くということも考えておりますし、当然国内では国内で備前焼のほうの催物というんですか、フ

ェアもしていますし、備前焼まつりもしていますし、そういったところで国内でも同時に備前焼

の振興には今も努めているところでございます。 

○青山委員 ここに広告費用ということで、ホームページであるとかＳＮＳ、そういったような

ものを作成してやるということもあるんですけど、若手の備前焼の作家の中には、独自でそうい

うものを使って海外へ販路を広げたり、そういう方もおられます。こういったようなところで、

いろんな作家を巻き込んでやっていくというのは考えられないですか。 

○大岩巡回企画課長 このたびも作家の皆様全員の方に出展されるかどうかというのをお聞きす

る文書を、もし予算が通らせていただいたら発送する予定にしておりますので、皆さんどなたで

も手を挙げていただければ欧州に持っていくような感じては考えております。 
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○青山委員 美術的な価値のあるということで、なかなか手が上がらないんじゃないかなと思う

んですけど、もう一つの商社のほうで、ちょっとランクを下げてとか、そういったようなことで

ぜひやっていただきたいなと思うんですけど、いかがですか。 

○大岩巡回企画課長 先ほど申し上げましたように、二極化していると思うんで、その辺も、言

い方は悪いですけど使い分けしながら、備前焼の販路拡大というんですか、ＰＲはしていきたい

とは考えております。 

○石原委員 いただいとる資料の一番上ですけれども、会場借り上げ費用、７会場もう均一で見

込まれておりますけれども、場所としてはどういったような、これから事前調査で詰めていかれ

るんでしょうけど、今のところですけど、どういうような場所を想定されとる、会場。 

○大岩巡回企画課長 会場はギャラリーか、美術館的なもの、あと公の日本文化会館であると

か、ＥＵの欧州議会の２７か国の方が見ていただくような部屋がありますので、そういったとこ

ろも考えながら進めております。 

○石原委員 それから、中段下辺りの物流に係る費用のところ、作品輸送でもう一式で４５０万

円見込まれておりますけれども、これはイタリア・ミラノの際、提案時に日本とイタリアのミラ

ノ間で、それだけで３００万円でしたか、それから保険料が２００万円、もう輸送のところでと

にかくすごい金額になるんだなという実感したんですけど、こちら、欧州各国なんで、距離的な

ことで輸送方法もあるんかも分からんですけど、これぐらいでいけるんですか。どれぐらい送る

か分からんですけど。 

○大岩巡回企画課長 今見積りでそういった美術品とかを輸送していただいている業者に見積も

ってこのくらいの金額、当然手持ちで運んだらもっと安くなりましょうけど、一応正式に美術的

価値のものでこれだけのもので保険を掛けたらこのくらいということでお聞きしております。 

○石原委員 さっきの、イタリア・ミラノへ送った先に、人間国宝さん、県の重要文化財保持者

の方の作品のようなものは、もうそれをそのまま巡回展にも引き続き巡回して展示をすると言わ

れたんですか、想定では。 

○大岩巡回企画課長 はい、そのようにいたしたいと考えております。 

○石原委員 それから、僕前のときもお話をしたか、市も備前焼振興の専属の課もあるわけで、

これは販路拡大であったり振興に向けて取り組まれていくんでしょうけど、じゃあ何を実際に、

今回の件についても海外であればどこへとか、どういった範囲でというようなところは、まさし

く関係者というか当事者の方々と、じゃあどういう形を目指して進んでいくべきかというのは、

やはりまずは当事者でしょうから、その方々とお話をしながら、じゃあ欧州であったり米国であ

ったりアジアであったり、分からんですけど、そういうところで進められていって、８月定例会

のイタリア・ミラノ提案時のときに、その時点でもう既に市長は、イタリア・ミラノをキックオ

フとして今後は巡回展を各国で考えていきますみたいなことをもう言われとったじゃないです

か。だから、肝腎要の当事者、備前焼作家の皆さん方、関係者へは、イタリア・ミラノに続いて
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こういう形で各国で巡回展を実施します、これだけの費用をかけて、それ、当事者との皆さんと

の間ではどういうこれまで提案に至る過程、お話なり協議なりされとんでしょうか、巡回展に関

しては。 

○大岩巡回企画課長 関係者の方には、特に個々には当たっておりません。今回もし予算が通り

ましたら、文書でこういった趣旨でこういったものをしますので御参加をということで御案内は

したいと考えております。 

○石原委員 じゃあ、かなり多くの方が、もし仮に作家の方が、私のこの作品も、私はこれよと

かとなれば、どういう選定をされるんか分からんですけど、量によっては、さっき言った作品輸

送に係るところが大きくなることも当然考えられましょうし、だから、そこらあたりが、さっき

の「第九」の歌のことでも申し上げましたけれども、提案に至る検討経緯の中で、当事者であっ

たり市民であったり関係者であったりを十分に交えた上で方向性を見いだして、じゃあそれに向

けての予算がこれだけ必要だということで出てくるんならまだ分かるんですけど、もうこういう

形でもう細やかに、明細的なところまで出てきて、その段階で予算がもし可決されれば、今後、

作家、当事者の皆さん方に御案内という進め方は、ここでも大いに違和感を感じるんですけれど

も、それは予算が通らんと何もできんのは分かるんですが、市長が方向性としてもう明言をされ

とった８月定例会時点からしばらくもうたっているじゃないですか。予算はまだだけれども、市

としてはこういう方向で考えています、備前焼関係者の皆さん、ぜひ一緒にスクラム組んでいき

ましょうということで進んでくるべきじゃねえかな。まあまあ、もう今もうこういう形で出てき

てますんで、そこのところは、僕今回も指摘をさせていただいて、進み方としては少し納得がい

かんところがありますというところは、これは意見ですけど。 

○中西委員 私も備前焼の関係者の皆さんとの話合いがされてないというのが大変心が残るとこ

ろです。 

 そこでお伺いをするんですが、作品輸送と書いているんですけど、これはどのくらいの量を考

えておられるんでしょうか。もう一つは、ミラノへ残してきているものがあるのかな。どっか海

外にまだ残していると。残している分と新たに募集をかける美術品としての価値のある、これは

どのくらいの量を考えておられるんでしょう。 

○大岩巡回企画課長 まず、海外に残しているものはございません。ミラノで、８月のときには

２４点と申し上げていたと思うんですけど、ミラノの大学の喜多先生にデザインのほうで、ミラ

ノ大学の今デザインで展示のスペースとか決まったんで考えていただいているんですけど、そう

いったものを含めて、今回募集をかけて出てくる品については、まだ手を挙げていただいてない

んでどのくらいの数が集まるかというのは分かりませんけども、手を挙げてくださった方の物に

ついては、全て欧州に持っていかせていただきたいと考えております。 

 この４５０万円といいますのは、美術的価値の物を保険を含めてこうやって輸送したときにこ

れぐらいかかるということをお聞きしておりますので、数が当然増えましたら上下はあると思う
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んですけど、一応これぐらいの金額を今設定しています。 

○中西委員 ですから、その４５０万円で持っていける数はどのくらいのものなんですか。 

○大岩巡回企画課長 ミラノのときが２４点で３００万円で、保険がたしか２００万円だったと

思うんですけど、その物の大小にもよりますし、重さにもよりますんで、この４５０万円で何個

ということはございません。こういった会場である程度２４個、会場が７か所でするとしたら、

展示品も入替えもできましょうし、そういったことで展示会の会場がこのくらいのスペースだっ

たらこれくらいの個数でということで考えておりますので、２４個、置き方にもよるんでしょう

けど。 

○中西委員 これだけのお金をかけて、たった持っていくのが二十数個、ミラノのときが２４点

で５００万円だったことを思えば、今回４５０万円ということになると、７つの町を回るわけで

すから、その費用は、持っていく個数はもっと少なくなるんかなというような感じを受けるんで

すけども、それで備前焼の当事者の方に案内を出して、どれくらい集まるのかということも気に

はなりますけども、持っていけるものが大体もう決まっているという、７つも町を回るわけです

から、輸送料は恐らくその２４点よりももっとかかるんじゃないかと思うんだけど、そのくらい

の点数と思っとけばよろしいですか。 

○大岩巡回企画課長 ミラノが２４点と申し上げましたので、運び方にもいろいろ方法、８月か

らいろいろ考えて、なるべく安く持っていくように、例えば手荷物で持っていくであるとかを考

えておりますので、個数は、これが例えば１００点になるかもしれませんし、５０点になるかも

しれませんし、２４点とは考えておりません。 

○中西委員 しかし、ここで４５０万円を出してしまうと、ほぼ個数は決まってくるんじゃない

かなと。個人で手荷物で持っていけるにしても、それは量がしれているでしょうし、ということ

じゃないかなと思います。 

 あわせて、これが美術品だというのはどなたが判断されるんでしょうか。 

○大岩巡回企画課長 御案内する中で、海外のこういった博物館とか美術館に飾るものを出展し

てくださいということでお願いいたしますので、その美術品といって私どもが申し上げています

けど、本人さんの考え方一つで、これが私の美術的価値のものであると言われれば、それが美術

品ということで海外には持っていかせていただこうかとは考えております。 

○中西委員 そうすると、持っていくものについては、その出展をされる方の意思を尊重する

と。ですから、断ることはないということなんでしょうか。 

○大岩巡回企画課長 今のところ断ることはないと考えております。 

○中西委員 あと、この事前の調査渡航に関わる費用なんですが、私もここの費用とこの予算書

に出てきている企画調査委託料の６００万円の差が基本的によく分からないというのを大前提に

してお伺いするんですが、事前調査渡航に関わる費用で、職員１名と委託業者１名、委託業者と

いうのは、この業務を運営しているどっか委託業者なんでしょうか。 
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○大岩巡回企画課長 当然現地の旅行会社、通訳の方、あるいはＣＥＥＪＡの日本の方、いろい

ろ考えられるんですけど、その補助金の実施主体の方で、そちらは考えていただくということ

で、今のところ旅行業者、コーディネーターの方を考えております。 

○中西委員 費用が職員と委託業者でえらい差があるんですけども、これは何でこんな差が出て

くるんでしょうか。 

○大岩巡回企画課長 通訳の差でございます。 

○中西委員 上段の職員１名というのは、欧州１０日間、読んでみると渡航、宿泊、通訳、現地

交通等というて書いとんですよ。その委託業者には、通訳というのは入ってないんですよ。 

○大岩巡回企画課長 入っておりません。 

○中西委員 だから、どうしてこんなに金額が同じ日程の中で違うんかと。 

○大岩巡回企画課長 委託業者の方は通訳は要りませんので、職員の旅費の中に通訳費用がオン

されているということで、職員のほうが高くなるということでございます。 

○中西委員 職員の中にもう一人通訳がいるわけですか。 

○大岩巡回企画課長 通訳費用は、当然海外ですので、フランス語であるとかできない場合は、

当然通訳が必要かと考えております。 

○中西委員 じゃあ、これは職員１名の費用じゃないということですね。 

○大岩巡回企画課長 職員１名の費用です。 

○中西委員 だから、職員１名に通訳がついていると。 

○大岩巡回企画課長 職員１名の中に通訳費用がオンされているということで、委託業者の方が

通訳できる場合もありますし、そういったことで計上させていただいております。 

○中西委員 委託業者１名というのは、この人が通訳したりするわけですか。 

○大岩巡回企画課長 はい、コーディネーターの方でしたらできます。 

○中西委員 しかし基本的には委託料として別枠で入るんじゃないですか。 

○大岩巡回企画課長 委託料、普通に海外に行ったときに、私も今まで行っとりますけど、その

中には当然コーディネーターの方、通訳の方も当然同乗というんですか、一緒に御同行願うんで

すけども、その中には、その人の費用と、当然私どものその方にお願いする通訳費用がオンされ

ておりますので、そういった考えでございます。 

○中西委員 そうすると、この補正予算で出てきている委託料の企画調整委託料の職員２人、コ

ーディネート２人、６００万円の中の職員２人についても、通訳料が入っているんですか。 

○大岩巡回企画課長 はい、入っとります。 

○中西委員 もう一つ、私が分からないと言ったのは、この補正予算とこの資料にある事前調査

渡航に関わる費用、これの差というのは何なんですか。 

○大岩巡回企画課長 委託料が、例えば職員が２名でコーディネート２人でしたら６００万円に

なりましたら、１人割ったら１５０万円ということになりますし、そういった意味のことを言わ
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れようんでしょうか。 

○中西委員 この補正予算の委託料の目的と、資料で出てきている事前調査渡航に関わる費用、

これの違いは何なのか。 

○大岩巡回企画課長 委託料の６００万円は、もしこの予算を通していただければ１月中には市

長を含め職員、今のところ予定では予算上は２名とコーディネート２名を考えておりますが、こ

ちらのほうで現地のストラスブールのところの会場を見てくるのと、あとミラノとあとパリを現

地で調整してくるということで計上しております。その補助金の事前調査渡航というところは、

実際に会場が決まりまして、現地の状況をその補助金主体者が事前に見に行くということで、そ

この違いでございます。 

○中西委員 この補正予算の委託料で行く職員２人というのはどなたなんですか。 

○大岩巡回企画課長 まだ決まっておりません。 

○中西委員 これは市長も見に行くの。 

○大岩巡回企画課長 はい、予定では。 

○中西委員 その予算はどこに出てくるんですか。 

○大岩巡回企画課長 市長は、海外はいつも御自身で支払っております。 

○中西委員 海外へ行くお金は個人で払っていると。 

○大岩巡回企画課長 はい。 

○中西委員 公の公人として海外に行くのにどうして私費になるんですか。 

○大岩巡回企画課長 旅費の請求につきましては、当然本人の請求があって支払うものと理解し

ておりますので、御本人の御請求がなければお支払いしないということで理解しております。こ

れまでもそのようにいたしております。 

○中西委員 昨年度の決算を見ても教育関係で約４億円未執行、使ってないお金が出ている。産

業建設関係でも、かなりの金額が使われていない。大変厳しい状況でありながら、備前焼につい

ては、当事者の方たちとの話を十分せずに海外展開をしていくと。大変私はそういう意味では危

惧をしています。それも持っていく備前焼の数も大変限られた数しか持っていけないというにも

かかわらず、これだけの予算をつけてしまうというのはいかがなものかと思います。 

○大岩巡回企画課長 限られた数という意味が分からないんですけど、募集をかけて応募してく

ださる方の作品については、先ほど申し上げましたように全て持っていかせていただくと申し上

げておりますので、限られた数ではないとは考えております。 

○中西委員 ５００とか６００というんだったら分かりますけど、恐らくそんな数にはないだろ

うと。ミラノに持っていったものが２４点、これが５００万円かかっているわけですから、今回

が４５０万円ですから、これはこれだけのお金をかける割としては限られた数としか私は言いよ

うがないと思います。 

○西上委員 今までの話を伺っていますと、これは国の予算がもしつくとすれば、財源更正がさ
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れる可能性があると思ってよろしいですか。 

○大岩巡回企画課長 文化庁の補助金になるんですけど、事業費の２分の１の上限３，０００万

円の補助があるんですけど、財源更正はもし催促されればあるとは考えております。 

○中西委員 見込みはいつ頃ぐらいの予定なんでしょうか。 

○大岩巡回企画課長 ２月の補助申請で採択が３月末ぐらいだと思うんで、当然４月以降の事業

費に対して対象になりますんで、３月、実施した令和６年度の実施分が補助対象にはなるとは考

えております。 

○森本委員長 休憩に入ります。 

              午後０時００分 休憩 

              午後１時００分 再開 

○森本委員長 委員会を再開します。 

 午前中最後、巡回展の辺りで終わっていたと思うんですけど、巡回展に関しては質疑はよろし

いですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 そうしたら、商工費まで、ほかで質疑のある方。 

○中西委員 １８ページの商工振興費の備前片上ひなめぐり補助金２３０万円ですが、この追加

補正になった理由についてお聞かせください。どうして当初の予算できっちりお金がついてなか

ったのか、今回の追加補正の理由。 

○坂本産業振興課長 この備前片上ひなめぐりの事業につきましては、御承知のとおり３月に開

催をされております。その際には、当初予算が締め切られておりまして、この令和５年３月に実

施された際に反省点が実行委員会の中で上げられております。そういったものが、この令和５年

度の当初予算には反映されていなかったということから、実行委員会から御要望をいただきまし

て、今回の補正予算となっております。 

○中西委員 例年はいつも当初の予算で上がっているんですが、令和５年度は当初予算に上がっ

ていなかったと。 

○坂本産業振興課長 例年当初予算に計上させていただいております。この令和５年度の当初予

算にも計上をされております。 

○中西委員 だから、追加補正ですよね。 

○坂本産業振興課長 追加で間違いございません。 

○中西委員 どうして追加補正が行われたのか。 

○坂本産業振興課長 時期的なものと御理解いただけたらと思います。 

○中西委員 本来はこういう補助金が追加で上がるということはないんで、当初でつけばそのと

おりということなんですけど、その理由についてもう一回お聞かせください。 

○坂本産業振興課長 ３月にこの片上ひなめぐりが実施されます。されるときには当初予算がも
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う締め切っております。この事業が終了後に実行委員会から反省点としまして安全対策など追加

で検討する必要があると御判断されたようで御要望をいただいたことから、このたびの補正予算

となっております。 

○中西委員 なかなか私には理解ができない追加補正ですけども、補助金というのは当初上げら

れたものがそのままなるということですけども、内容的には具体的に何に使われるのかお聞かせ

願いたいと思います。 

○坂本産業振興課長 年々来客も増えているということから、安全を最優先としたいということ

から、警備員の増員、それから仮設のトイレも不足しているということで、それを増加で設置し

たいということ、それから市内外に広くＰＲをするということで、広告費など、こういったもの

が主なものとして計上させていただいた経緯になっております。 

○中西委員 トイレはどのくらい増やすんですか。 

○坂本産業振興課長 令和４年度が６基設置しておりまして、この令和５年度は１４基というこ

とで、８基増やすという計画をされるということで聞いております。 

○中西委員 あと警備は、何人増やすんでしょう。 

○坂本産業振興課長 １６名増やすと聞いております。 

○立川委員 何で産業振興課が所管するのかなという疑問なんです。 

○坂本産業振興課長 もともとこちらの片上ひなめぐりの補助金につきましては、産業振興課で

予算計上はしておりました。相手先が、もともとは備前商工会議所へ補助金を交付しておりまし

た。それが、実行委員会へ直接というのが、昨年度、令和４年度から直接交付するということに

なったものでございます。 

○立川委員 以前の流れということで、商工課か市民協働課かどっちかかなと思っていたんです

けど、流れでということで理解させてもらいます。 

 それと、先ほどお話も出たトイレのアップとか警備員さんのアップ、これは、実行委員会の反

省会で出たから要望してきたということの今お話しだったんですが、これ、全額この補助金で賄

うということなんでしょうか。 

○坂本産業振興課長 実行委員会の収支予算などを見させていただきますと、自己負担していた

だいている部分もございます。それから、協賛なんかを募っているという部分もございます。今

回、そういった警備員でありますとか仮設トイレの設置につきまして、どの部分がどれだけ当た

るかというのは、現時点ではまだ交付申請をいただいておりませんから、収支予算の確認はでき

ないんですけれども、そういったあたりにどれだけ配分というのは、お答えしかねるところでご

ざいます。 

○立川委員 であるならば、この２３０万円という金額を出されたその基準はどこに置かれたん

ですか。 

○坂本産業振興課長 基本的に実行委員会から御要望をいただいております。実際のところ、お
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おむねこの金額と伺っておりますが、まだ見積等これからという部分もございますし、実行委員

会の中で最終御判断をいただくという部分もございますので、正直この実績として補助金が余っ

た場合にはお返しいただくというようなあたりも、実行委員会とはお話をしております。 

○立川委員 夏祭り等々いろんな補助金を出させていただいたということで、受け取るほうの実

行委員会、かなりいろんなことで苦慮されて、今おっしゃったように、ほんならこれ残ったから

返しなさいと、結構あちこちで摩擦が起きているということもお聞きをします。しっかりと予算

立てと言ったらおかしいですけど、この部分については幾ら、この部分については幾らという補

助金の出し方は考えられないんですか。もう丼だけですか。 

○坂本産業振興課長 立川委員おっしゃるとおりかと思います。そこまでの精査ができていれば

いいとは私も思いますが、このたびのタイミングでは、ちょっとそこまで至っていないというと

ころでございまして、今後そういったところを予算を通過させていただきました後に実行委員会

と協議をしてまいりたいと考えております。 

○立川委員 くれぐれもそこら辺、ほかの補助金と比べて公平性といえば公平性なんでしょうけ

ど、しっかりとこういう方針ですというのを市から出されて、今回の窓口は産業振興になってお

られるんですが、ほかのお祭りなんかの補助金ですとまた窓口が違うと。じゃあ、これ、残った

やつ全部出せというようなところで、かなり、さっき申しましたように、皆さんストレスがかか

っているところがありますので、市として統一的にできるように努力をいただきたいと思うんで

すが、これはいかがですか。課部連携で。 

○淵本産業部長 今回は片上ひなめぐりの補助金ということで計上させていただいておりまし

て、ほかの補助金との兼ね合いというのが今現時点では即答できませんので、申し訳ないんです

けども、この場で即答というのがしかねる状況です。 

○立川委員 即答は難しいでしょうけど、極力、さっき言いましたように、庁議とか、部長の連

絡会議なんかで、うちはこうするんやけどもあんたところもこうしないかとか、この辺の連携を

していただいたらということなんですけど、それもお返事できませんか。 

○淵本産業部長 ほかのいろんなイベントを含めてお祭りやっているところと調整をさせていた

だきたいと思います。 

○森本委員長 この関連はないですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次の範囲に行ってよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ２０ページ、８款土木費、２項道路橋梁費から、２２、２３ページの１０款教育費、７項保健

体育費までを範囲といたします。 

○中西委員 道路橋梁費の財源更正ですけども、この道路は例の都市計画を外したところに新し

くできる道路の財源なわけですか。 



- 33 - 

○藤森建設課長 市道浦伊部線でございます。 

○立川委員 ２２、２３ページ、１０款の教育費、７項の保健体育費、１２節で広告料１００万

円上げておられるんですが、内容と効果についてお知らせいただけますか。 

○山本スポーツ振興課長 備前市出身の頓宮選手、山本選手が出演するテレビ番組を通じて、子

供たちのスポーツへの魅力と関心を高めるとともに、備前を広くＰＲするための広告料として計

上をさせていただくものです。 

○立川委員 テレビ番組というお話があったんですけど、地方ですか全国版ですか。 

○山本スポーツ振興課長 地方の番組になります。 

○立川委員 プロダクションを通していると思うんですけど、見積りなんか取っておられるんで

すかね。 

○山本スポーツ振興課長 はい、見積りは徴取しております。 

○立川委員 内訳を教えてください。 

○山本スポーツ振興課長 一応広告費として１１０万円の見積りをいただいております。 

○立川委員 １１０万円の見積りということなんですが、詳しいというたら失礼ですけど、山本

選手と頓宮選手の分だと今お話があったんですが、地方で放映時間、例えば契約期間３か月間と

か、俗に言うゴールデンタイムとか朝とか、１日１回とか週１回とか、そういった条件的なもの

はお知らせいただけないんですか。 

○山本スポーツ振興課長 条件的には、１回１５分のテレビ番組で考えております。 

○立川委員 １５分の帯番で流すよと。それは、例えば１月から始まって３月までが契約なの

か、１か月だけなのか、その辺の。 

○山本スポーツ振興課長 特番で１度放送されるものであります。 

○尾川委員 どこの放送局か教えてもらえたらと思うんですけど。 

○山本スポーツ振興課長 まだ決定はしておりません。予算が可決いただけましたら、民放の各

社に見積徴取させていただいて決定する予定になっております。 

○尾川委員 何を目的でその１００万円じゃろう、これをするんかな。大体推察できるんよ。と

いうのが、どういう回数になったり、またこれからもどんどんやっていくんか、そういうことを

含めて、どういう感じへこんなのしてくれえというて、また要らんこと言うたら委員長に叱られ

るけど、放送局がしてくれえというんか、それとも山本選手がしてくれえと言ようんか、家族が

してくれえと言ようんか、その辺詳しいことを教えてもらえたら。 

○山本スポーツ振興課長 市としまして今年両選手すごく活躍されましたので、この機会に両選

手に対する大変注目度が高い中で、子供さんに対して夢を与えられるような放送をということ

と、備前市を併せてＰＲできるようなものをということで考えて今回企画させていただけたらと

思います。 

○尾川委員 せえで、特別賞か何か、自転車の選手、緑陽高校の生徒じゃった人が自転車じゃっ
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たかな、その辺の人のことについてはあまりこういうことは考えて、わしは公平性というんで

な、野球ばあせえでもええと思うんじゃ、わし、一つの基準できちっと本当にそういう夢を与え

るんなら、自転車競技じゃってええし、アーチェリーだってええし、やるんならな。野球だけに

特化するこたあねえとわしは思うとんじゃけど、その辺はどんなんかな。 

○山本スポーツ振興課長 委員さんおっしゃるとおりではあるんですけども、注目度というのは

とても野球の場合高いものですから、やはりそちらを中心にどうしてもさせていただけたらとは

思っております。 

○中西委員 これは備前市が企画しているものなんですか。 

○山本スポーツ振興課長 備前市でこういうふうにＰＲできるようにということで考えておりま

す。 

○中西委員 だから、この予算が通れば、どこの局になるか分からないけども、１５分番組でと

いう企画をそれぞれ提案して放映してもらうという企画なんですか。 

○山本スポーツ振興課長 はい、委員おっしゃるとおりです。 

○中西委員 １５分間の特番というのは、１回こっきりと、その備前市をＰＲするものを作ると

いうことなんですか。 

○山本スポーツ振興課長 そちらのように考えております。 

○石原委員 １５分のテレビ番組ということですけど、時間は今のところあらかた想定されとん

ですか。 

 また、番組の内容というたらどういう形で想定をされているんですか、１５分の中で両選手が

出演するというようなことは。 

○山本スポーツ振興課長 内容としましては、頓宮、山本選手のこれからの抱負とか、備前市へ

の思いとか、それから後輩となる子供さんたちへのメッセージなんかを伝えていただけるような

内容のものをしていただこうかなと考えています。 

○石原委員 これまでの御説明をお聞きしても、またここでも、もう何か議員、委員ですので、

執行部に対して物を申すのも仕事の一つだと思うんですが、ここでも、じゃあ備前市をＰＲ、そ

れから、特に子供たちに夢をというようなお話の中で、じゃあ１００万円のこういう形で広告料

の形で計上されておりますけれども、大変知名度の高い、注目を集める両選手ですから、当然備

前市出身というのが必ずついて回りますんでそれは大いなるＰＲにもなるんでしょうけれども、

備前市のＰＲと、それから特に子供たちへ夢をというようなところで、これも一つの手法なんで

しょうけど、市当局であったり子供さんのことですから教育庁ですか、ここで言うたら、教育庁

なんかも一緒になって、じゃあどういう形が備前市のために優位なＰＲかというようなところで

検討されて、よっしゃ、じゃあこのタイミングはこれでいきましょうというて、いろんな方法も

ある中、議論の中でこの形になったのか。だから、もう何か、じゃからそうじゃったら理想的か

なと思うんですけど、もうこれが出てきていますので、これもまたもう判断せざるを得んのです
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けど、参考までにこの検討経緯の中でそういうような議論であったり、そういうところをちらっ

とお聞かせいただければと思うんですけれど。 

○山本スポーツ振興課長 今回につきましては、こちらの担当と広報課と相談して決定をしてお

ります。 

○中西委員 １５分特番で備前市を広くＰＲするためということですから、市長は出演されるん

でしょうね。 

○山本スポーツ振興課長 そこまではまだ考えておりませんでしたので、今のところは両選手の

出演を中心で考えておりました。 

○青山委員 スポーツの関心を高めるということは私も大いに賛成なんですけど、ちょっと偏っ

てきているような感じがするんです。もうちょっといろんなスポーツ、障害者スポーツも含めて

あると思うんですけど、そういったようなものを中に挟むというようなことは考えられてないで

すか。 

○山本スポーツ振興課長 今回いただいている時間が決められていますので、あまりいろんなも

のを詰め込むことができるかどうかは分からないので、今のところはもう頓宮、山本両選手を中

心の番組ということで考えております。 

○青山委員 限られた時間の中で難しいということはあると思うんですけど、別の機会でもいい

んですけど、ぜひほかのスポーツもしっかり大事なんだということを捉まえた広報活動をできれ

ばお願いしたいと思います。 

○立川委員 大体のスケジュールを教えていただけたら。分かる範囲で結構です。 

○山本スポーツ振興課長 入札等も出していませんので、まだ日程的なところは決まっておりま

せん。 

○立川委員 じゃあ、これ以上全く予定が立たないというところですか。ある程度このぐらい、

例えば春先とかお正月特番とか、そういったところの話は全くないですか。 

○山本スポーツ振興課長 今年度予算でさせていただきますれば、３月までの放送で考えており

ます。 

○石原委員 広告料の件で、山本、頓宮両選手で１５分番組なんですけど、収録はどういうよう

な、いつ頃、先方さん、球団もありましょうけれども、いつ頃で想定されとんでしょうか。 

○山本スポーツ振興課長 これまでにいろいろ使われている放送の材料とかもあると思いますの

で、そちらを活用しながら作っていただくようにはなろうかなと考えています。 

○石原委員 それから、ほかの委員さんからも先ほど野球に関してというようなお話なんですけ

ど、これも、あくまでまた機会がありましたら、これは提言なんですけど、身近なところでいい

ますと、淡路島の自治体さん、阪神の近本選手がたしか親善大使のような関係を結ばれて、そち

らの自治体さんも取り組んでおられると思いますんで、そういうところも一つ参考事例としてま

た御研究なりいただけたらなあと、これは提言で。 
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○森本委員長 歳出はよろしいでしょうか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 じゃあ、終わらせていただきます。 

 それでは、次、予算書４ページをお開きください。 

 所管別分類表は、表紙の次のページです。 

 第２表繰越明許費補正です。 

○中西委員 総務費の屋根つき多目的広場整備工事は、これは何か長いことかかっていますけど

も、何で繰越明許になるんですか。 

○小川吉永総合支所長 建設に当たり地盤調査をすることになりました。それで、その地盤調査

の結果により実施設計書が初めてできることになったんで、その地盤調査に係る期間が、約、す

いません、２か月間ほどかかりましたんで、完成が３月末までに間に合わないということになり

ました。 

 地盤調査に時間を要したからでございます。 

○中西委員 地盤調査なんていうのは、造るときにえらいベーシックなところじゃない。それを

今頃になって、それが２か月もかかったから繰越明許になるなんていうようなことは普通あり得

ないんじゃないん。 

○小川吉永総合支所長 もともと旧病院の吉永病院跡地に建てる予定で大丈夫だろうということ

で考えていたんですけれども、念には念をという言葉ではないんですけれども、やっとくべきだ

ということを判断しまして、地盤調査をやった結果、実施設計書の完成も遅れ、工事着工も順次

ずれてきたということで、年度内完了が困難となりました。 

○尾川委員 建設費が９，８００万円、約１億円かかるんですけども、諸物価が上がって、かな

り工事費がアップしとんじゃけど、内容的にまた地盤調査をするということで、そういった場合

結構費用がかかって、本体は大分設計変更があったんですか。それとも、従来どおりの、前に見

たような設計どおりのものが完成予定なんですか。 

○小川吉永総合支所長 地盤調査を２回行いました。地耐力の調査と、液状化に対する調査をや

りました。それと、サイズですけれども、再調査をした結果、若干小さくなりまして、２５掛け

る６８メートルのが、２１から６５メートルとなりました。最初のトータルの予算が９，８００

万円ということで、地盤調査２種類分と工事建設費を合わせてもこの９，８００万円内で収まる

ということであります。 

○尾川委員 当初の使用目的が明確になっとって、それで今、規模が小そうなったりして、それ

で使えるものが使え、そりゃあ金上げえというたらいろいろ事情があって工事費がアップすると

いうことは難しいかもしれんけど、当初の目的の施設がクリアできんで、そうしたら結局使うほ

うがまたちゅうちょするというか、使う予定が中身が変わってきたりせえへんかなと、それで要

らん心配せんでもええんじゃけど、そういう懸念があったからどんなんかなと、工事費がアップ
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せずに内容をこもう、こもうしていきょうると、何しいしたんか分からんようになって、また苦

情が、せっかく金かけても苦情が出たりするようなことはねえんかなと、それは懸念で要らん心

配するなと言うかもしれんけど、そういうことを聞きたかったんですわ。 

○小川吉永総合支所長 まず、物理的に敷地内に入らないということがあります。それと、そん

なに大きくサイズダウンをしたわけでないんで、これまでの目的のスポーツはできると考えてお

ります。 

○立川委員 今お話を聞いて、私前回一般質問させてもらったときに、副市長は、サイズダウン

もしません、金額も上げませんということを明言されたんですけど、今の小川さんのお話です

と、サイズダウンしているよということなんですが、間違いないんですね。 

○小川吉永総合支所長 はい、サイズダウンをして設計をしていただいております。 

○立川委員 じゃあこの件は議事録等々見て、また別のところでやらせてもらいます。 

 それと、確認ですけど、今おっしゃった当初病院跡というお話があったんですけど、当初図面

が出た予定地と今回調査されたところとはまた変わっているんですか、変わってないんですか。 

○小川吉永総合支所長 同じ敷地内です。 

○立川委員 当初図面で示された場所とは変わっているんですか、変わってないんですか。 

○小川吉永総合支所長 同じです。 

○西上委員 農業費の亀井戸樋門改修工事も繰越明許になっとんですけど、それから令和３年度

当初予算から出て大分たったような気がするんですけど、この辺はいかがなんでしょうか。 

○藤森建設課長 樋門の電動開閉機という自動で動くものが故障により開閉不能となっていると

いう状況でありまして、このたび更新をする予定でございます。ただ、当初納期を考えていたん

ですけども、世界的な部品供給の遅れ等がございまして、想定よりも年度内が困難になる可能性

があるということで、このたび繰越明許に上げさせていただいとるような状況でございます。 

○中西委員 土木費の片上１３０号線道路改良工事、何か階段を造っていたのでもう私は終わっ

たんかなと思ったんですけど、これは何でこんなに時間がかかっているんですか。 

○藤森建設課長 片上１３０号線ですが、これは物価上昇等の中、かなりの費用となるために、

道路勾配等を検討しまして、擁壁が必要になってくるんですけども、漁協側のところに擁壁を設

置する予定でございます、その擁壁の寸法をコンパクトにしたり、いろいろ検討させていただき

ょうる状況で、このたび時間を要したということでございます。 

○森本委員長 次行かせていただいていいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 次、５ページです。 

 第３表債務負担行為補正について、質疑のある方。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 以上で議案第１０８号中の産業部分の審査を終わります。 
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 ********************** 議案第122号の審査（産業） *********************** 

次に、議案第１２２号をお開きください。 

 議案第１２２号令和５年度備前市一般会計補正予算（第１２号）について、産業部分の審査を

行います。 

 補正予算書の４ページをお開きください。 

 第２表繰越明許費補正中、２款総務費及び８款土木費について質疑を希望される方。 

○立川委員 ４ページの繰越明許、たしか土木費で都市計画費でインクルーシブ遊具、香登が

１，６５０万円上がっとんですけど、これは何で同じ事業やのに総務だとか土木に分かれるんか

御説明いただきたい。 

○河井都市整備部長 都市整備部のほうで管轄しているのが、今繰り越しとるものと、それから

残りの５つぐらいあるんですけれども、それと各総合支所が持っているのが総務費のほうで計上

になっております。その分けだけでございます。 

○森本委員長 よろしいでしょうか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、以上で議案第１２２号中、産業部分の審査を終わります。 

 説明員入替えのために暫時休憩いたします。 

              午後１時４０分 休憩 

              午後１時５５分 再開 

○森本委員長 委員会を再開いたします。 

********************** 議案第108号の審査（厚生文教） *********************** 

 次に、議案第１０８号令和５年度備前市一般会計補正予算（第１１号）について、厚生文教部

分の審査を行います。 

 まずは、歳入の審査から行います。 

 議案書は、１０ページをお開きください。 

 所管別分類表の歳入のところをお開きください。 

 厚生関係で、１６款国庫支出金、１７款県支出金が歳入の範囲です。 

○立川委員 １０ページ、１６款の国庫支出金、３目の衛生費国庫負担金、２節予防費負担金

４，４４１万２，０００円、新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費国庫負担金の４，４４

１万２，０００円入っておりますが、この給付基準、何でこの金額が入ったのか、例えば１人幾

らぐらいとか、そういった交付の基準が分かれば教えていただきたいんですけど。 

○高橋保健課長 予防接種の健康被害の給付金につきましては、予防接種法により医療費、医療

手当、死亡一時金、葬祭料等、各年度ごとに改定が行われますが、定額が決まっております。 

○立川委員 定額という解釈をしたらいいんですか、４，４４１万２，０００円。その率で計算

した金額。 



- 39 - 

○高橋保健課長 １８、１９ページの歳出にも給付金として載せさせていただいていますが、こ

のたびコロナワクチンによる給付内容が死亡一時金と葬祭料ということで、１件認定がありまし

たので、１０分の１０の補助ですので、歳出と同じ金額を歳入で計上させていただいています。 

○立川委員 死亡と重度障害といろいろランクがありますよというお話でいいんですかね。ちな

みに１件だけあったという、歳出もお答えがあったんですけど、これはどれが該当したんです

か。 

○高橋保健課長 このたびの補正には１件の認定がございましたので、補正予算を計上させてい

ただいています。 

給付内容は、死亡一時金プラス葬祭料でございます。 

○西上委員 亡くなったということで、申請から結果が出るまで期間が物すごくかかるようなお

話を聞くんですが、これも何年かかかったんでしょうか。 

○高橋保健課長 ８月補正で計上させていただいた案件につきましては１年半認定までにかかり

ましたが、このたびのケースは進達から認定までが１年という、少し短縮をされております。 

○西上委員 １年かかったということで、これはもう期間が短うなるというても国のことじゃか

らなかなか難しいんでしょうけど、自治体の窓口もいろいろ手続に大変なんだということも聞き

ますので、十分よろしくお願いいたします。 

○森本委員長 ほかにありませんか、歳入で。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、歳出に移らせていただきます。 

 歳出のほうは、１４ページをお開きください。 

 ３款民生費、１項社会福祉費から最後まで、文教関係、一括でしますので、最後まで、２３ペ

ージの１０款教育費、６項社会教育費までを範囲といたします。 

○尾川委員 １７ページ、保育幼稚園費の需用費、修繕料１３１万１，０００円、恐らくこの１

０月２４日の追加資料で、遊具点検結果、修繕内容ということに従ってやっとられると思うんで

すが、その辺説明してください。 

○文田幼児教育課長 おっしゃるとおりでございます。遊具の点検の結果に基づいて修繕を行う

ものです。１０月に遊具の点検を行いまして、けがの危険性のあるものと判断されたものについ

て修繕を行うものです。 

○尾川委員 補正ということなんですけど、こういう点検というのは、もう定期的にやっとると

思うんですが、その辺、補正との兼ね合いは別として、こういう内容について、園としては申請

は出てくるんですか。その点ちょっと教えてもろうたらと思うんですが。 

○文田幼児教育課長 遊具の点検につきましては、別に点検料を用意しておりまして点検を行い

ます。それの結果によるものが、今回の補正なんですけれども、各園からの修繕というものを予

選の編成の段階では、申請がありまして、そういったものを予算に修繕料として組み込んでいる



- 40 - 

状況ではあります。優先順位を中で検討して、予算の範囲内で修繕を行っているところです。 

○尾川委員 優先順位を各園に任せるというのはよく分かるんですけど、バランスというか、要

するに園長によって判断の基準が違うと思うんで、そのあたりの救済というか、公平性という

か、均等に対応していくということについての工夫はされとんですか。というのは、事務局が直

接現場に立ち会うて確認したりすることがあるんかなということを言ようんですけど。 

○文田幼児教育課長 園から修繕の相談がありました場合には、幼児教育課から担当が出向いて

いって確認はさせていただいております。やはり、例えばガス漏れの検知器の修理があったりと

か、突発的なものであったり、あとは防犯カメラであったり、どうしても優先順位の高いものと

いうものから修繕はさせていただいておりますので、応急処置で間に合うものに関しては少し後

回しになるというか、お待ちいただいているような状況もないことはないです。 

○尾川委員 できる限り公平性というか、各園の園長の判断とか、あるいはというんじゃなし

に、第三者的な目できちっと施設をチェックして、安全性もあるんですけど、何のためにしとる

かというのをよう確認して、チェックしてもらって、バランス取ってもらえたらなということを

お願い方お聞きしょうんですけど。漏れがねえんかなと。それで、本当にええようにチェックで

きとんかなというのが質問の意味なんです。そういうことで何かあったら。 

○文田幼児教育課長 園長だけの御意見ではなくて、利用しているお子さんの保護者であったり

とか、地域の方の気づいていただいたところも担当のほうで確認しながら修繕していきたいと思

っておりますので、よろしくお願いします。 

○中西委員 点検からこの議会議決の予算ができるまで、使用中止か何かにしているわけです

か、それとももう既に危険なものは直っているんでしょうか。 

○文田幼児教育課長 今回の点検において、例えば撤去の必要があるとか、使用中止にするほど

のレベルの遊具のものはありませんでしたので、今現在は使われている状況ではあります。た

だ、修繕は、できる限り早急にはしていきたいと思っておりますので、安全性の基準に応じた修

繕の内容となっております。撤去が必要であったりとか使用禁止にするレベルのものは、今回に

ついてはございませんでした。 

○森本委員長 関連でいいですか、遊具は。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ほかのところで質疑のある方どうぞ。 

○立川委員 １６、１７ページ、民生費の社会福祉費、社会福祉総務費、２０節扶助費４００万

円、身体障害者自立支援医療費の増加を計上しておられるんですが、説明によると、給付実績の

増加に伴うということなんですが、どのようなものが増加になって、４００万円というのは何件

ぐらいの見込みなのか教えていただきたいと思います。 

○浅野福祉事務所長 臓器移植の実績が５年度で１件ありまして、今後もう一件予定されている

ことから、この増加分４００万円、ちょうど１件の移植費用が４００万円程度と考えておりま
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す。その分を追加しております。 

○立川委員 臓器移植の分が１件見込まれておるから４００万円計上しているよというところで

すね。これは、年間何件ぐらいあるんでしょうかね。 

○浅野福祉事務所長 当初は１件程度を予定していましたが、今回既に１件ありまして、今後１

件予定しているので増額しております。 

○立川委員 過去に大体年平均何件ぐらいかというのは分かりますか。 

○浅野福祉事務所長 ある年とない年がありますので、特には手元資料を今持っておりません。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 歳出終わらせていただいていいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、次、５ページをお開きください。 

○中西委員 １８ページ、生活保護総務費の償還金利子及び割引料、国庫支出金過年度返還金と

いうのがあります。これは、新型コロナウイルス感染症セーフティーネット強化交付金事業の事

業確定と。大きな金額が余っているんで、あまりこれを利用される方はなかった。何件ぐらいの

利用があったんでしょうか。 

○浅野福祉事務所長 この新型コロナウイルス感染症生活困窮者の自立支援金支給事業ですが、

延べ３４件２４８万円の実績で、当初予定が３０８万円、６０万円分が少なくなっております。 

○中西委員 この国庫返還金が１億円からの返還になっているんで、当初の目標は３００万円ち

ょっとというけど、本当はもっと大きなものがあったんじゃないんかと。だけど、あまりここの

ところは需要がなかったと、だから返したんだと思うんですけども。 

○浅野福祉事務所長 １億円の部分で、一番大きい部分は医療扶助の部分で、その約６割程度で

すね、６，０００万円程度の返還になっている。その次が、生活扶助で３，３００万円ほど、そ

れから介護扶助の部分が４００万円程度の返還になっております。あと自立相談支援が８６万円

ほどで、就労支援が１１３万５，０００円。先ほど言いました新型コロナの関係が６０万円とい

うことで、合わせて１億円。大きな理由ですが、臨時特別給付金５万円、それから社協からの貸

付金が２０万円掛ける３回程度、それから新型コロナウイルス感染症の生活困窮者の自立支援金

として幾らか出ております。それから、住居確保の給付金の特例、そういったものによって、当

初予想した金額より下回ったと思っております。 

○中西委員 その下の先ほど歳入のところで質疑のありました予防費の負担金補助及び交付金、

死亡一時金と葬祭料でこの金額。ちなみに死亡一時金と葬祭料それぞれ幾らぐらい出るもんなん

でしょうか。 

○高橋保健課長 令和３年度の臨時接種の案件でございますので、死亡一時金は予防接種法によ

り４，４２０万円、葬祭料は２１万２，０００円と決まっております。 
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○中西委員 年齢、あるいは職業とか、そういうものによって死亡一時金なんかは変わるもんな

んでしょうか。 

○高橋保健課長 年齢や職業等一切関与しません。定額でございます。 

○森本委員長 それでは、戻ります。 

 ５ページを開いてください。 

 第３表債務負担行為補正について。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑がないということで、以上で議案第１０８号中、厚生文教部分の審査を終わります。 

********************** 議案第122号の審査（厚生文教） *********************** 

 次に、議案第１２２号令和５年度備前市一般会計補正予算（第１２号）について、厚生文教部

分の審査を行います。 

 これは、歳入歳出一括で行いますので、質疑のある方はどうぞ。 

○立川委員 歳出の１０款教育費、３項中学校費、３目の学校管理費、財源更正、吉永のグラウ

ンド、備前中のグラウンド、取り消しておられるんですが。国庫支出金が１，４６６万６，００

０円、地方債の発行が２，９３０万円、これでできているわけですから、残った４，４００万

円、要望の出ておりました日生と三石もするようなお考えは全くありませんでしたか、削らなく

ても。 

○竹林教育総務課長 あくまで今回は国庫補助金が出るということでの財源更正にしておりま

す。 

○立川委員 補助金が出れば、従来予算が通っているわけですから、ほかに要望が出ておりまし

た日生と三石のをするお考えはこれっぽっちもなかったかお尋ねをしております。 

○竹林教育総務課長 今回については、特にプラスで歳出を組むということは考えておりませ

ん。 

○森本委員長 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 第２表繰越明許費補正。 

○中西委員 財源更正がされるということになるわけですけども、このグラウンドの改修という

のは、もう即決でやってくれと、物すごい急いでと言われていたんですけど、なぜこんなゆるゆ

るとやることになったんですか。 

○竹林教育総務課長 執行に向けてもちろん準備はしておりましたところ、国の補正予算の関係

で国庫補助金が追加でといいますか、新たにつくというお話がございましたので、繰越しという

のは、結局国の補助金の交付決定を受けた後でないと着手しては駄目だという制限がございます

ので、交付決定、恐らく２月から３月と県からは聞いております。その交付決定後に着手という

こと、契約締結になりますので、年度内の完工が難しいということで今回繰越しをお願いしてい
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るところでございます。 

○中西委員 今日にでも明日にでも工事をやりたいということで、備前市の独自の財源でやると

言っとられたんですけども、なぜ国の交付決定をゆるゆると待っているわけですか。どうして早

くグラウンド修理をしなかったんですか。 

○竹林教育総務課長 施工方法とか内容について検討をずっとしておりましたので、ちょうどそ

のタイミングでの国庫補助金という話がございましたので、財政事情等勘案しまして、その流れ

でやるということで決定しております。 

○中西委員 えらい即決を求められる、どうしてもしないといけないと言われていたものが、こ

ういったように長々と延びて、最初の説明とは大分違うんじゃないかと私は思うんですが、工法

とかについては、何か決まったんでしょうか。 

○竹林教育総務課長 現時点の予定でございますが、ある程度金額、この補助金等の絡みもござ

いますが、上限を決めて、公募型のプロポーザルというような手法を取ろうかと今のところ考え

ております。 

○中西委員 公募型のプロポーザルの工事発注は、何か備前市の特徴のような感じに私は思いま

すが、いつ頃これは工事をされる予定なんでしょう。 

○竹林教育総務課長 補助金の交付決定の時期がまだ定かではございませんが、３月頃になる見

込みと聞いております。それ以降に業者選定をして、契約、それから工事の着手という流れにな

ると考えております。 

○中西委員 普通こういう工事というのは、学校が休みのときにやるのが普通なんですが、これ

は３月あるいは４月、５月、６月、月で言えばどういうときを考えておられるんでしょう。 

○竹林教育総務課長 例年ですと、春には運動会等もまたあるかと思います。そういった時期に

重なるような時期にはやはりしにくいだろうということもございますので、現場、学校との協議

で決定していきたいと考えております。 

○中西委員 そうなると、予定としては夏頃ということになるわけですか。 

○竹林教育総務課長 施工時期について、国庫補助金を受けて以降のスケジュールで学校と協議

がまだ調っておりませんので、これからの相談になると考えております。 

○中西委員 今年の６月定例会でこれをやった、即決でやったやつですけど、やはり議案の出し

方については、これは今後とも十分注意をしていただきたいということをお願いをしておきたい

と思います。 

○青山委員 先ほど立川委員の質問に日生中、三石中は行わない、行う考えはないとおっしゃっ

たんですけど、一般質問で一番条件の悪いところが２つ残っているんじゃないかなと。伊里中以

外にもまだそういった工事が行われてないところのそれぞれの状況を調査して、そして一番条件

の悪いところから始めていただきたいというか、これだけ遅くなるんであればです。先ほどのま

た来年の夏になるんじゃないかという話なんですけど、もともとこの工事をするというお考え
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は、６月に行われた体育祭の際に雨が降って不便をしたというところがあったんですけど、また

梅雨の時期を通して夏休みになるというところがよく根拠が分からないんですけど。 

○竹林教育総務課長 日生中、三石中もそうなわけですが、財源の課題がございます。財政事情

を勘案しながら今後検討するということで、一般質問のときにも市長答弁されているかと思いま

す。そんな中で、やはり財源がなくてはできないというところもございますので、最少の経費で

最大の効果というところで、財源も含めて検討しているところでございますので、そういったと

ころで期間が延びてしまっているというところにつきましては、もう大変申し訳ないなと思って

おります。 

○青山委員 もともとは昨年の夏休みに工事というときにはそれなりに財源があって、そしてそ

れが長引いて補助金を充てるためにとなったということは、財源はあるんじゃないですか。 

○竹林教育総務課長 もともと財源として充当されておりますのが、まちづくり振興基金といい

まして、合併特例債を元に積み立てた基金でございます。財源側につきまして、私ども担当のほ

うでなかなか申し上げにくいところはあるんですが、やはりそういった基金も当然取り崩せばそ

の分ほかのことにも使えない、当然減ってしまいます。その代替えとして国庫補助金等があるの

であれば、やはりそちらを優先して使うというのは当然のことかなとは考えております。 

○青山委員 本当に急遽思いつきのような感じで始まった、そういう事業で、ほかの２つの中学

校、やはりそこを含めて検討していく時間ができていたんじゃないかなと思うんですけど、本当

にそのあとの２つについてはもう今後検討はなされんのですか。 

○竹林教育総務課長 やはり国庫補助金等で有利なものがあればもちろんそれを優先して考えて

いくと、そういったタイミングで財源を考えながらやっていけたらとは考えております。 

○森本委員長 それでは、以上で議案第１２２号中、厚生文教部分の審査を終わります。 

 説明員入替えのため、暫時休憩いたします。 

              午後２時２７分 休憩 

              午後２時３９分 再開 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

********************** 議案第108号の審査（総務） *********************** 

 次に、議案第１０８号令和５年度備前市一般会計補正予算（第１１号）について、総務部分の

審査を行います。 

 まずは、歳入の審査から行います。 

 １０ページをお開きください。 

 所管別分類表も歳入のページをお開きください。 

 審査範囲は一括といたします。 

 ２０款繰入金、２３款市債が範囲です。 

○中西委員 基金の繰入金ですけども、財政調整基金繰入金というの、主なものはどこに行って
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いるんでしょう。 

○榮財政課長 今回の財政調整基金繰入金につきましては、先ほど厚生部門がありましたが、そ

ちらのほうで国庫支出金過年度分返還金というのが発生しております。こちらのほうの総額に充

当をさせていただいております。 

○中西委員 過年度返還金というのは、たしか１億円でしたよね。ここでは財政調整基金繰入金

は、１億９，０００万円ですよね。だから、９，０００万円ほどはどこかよそへ行っているとい

うことなんで、どこへ行っているんでしょう。 

○榮財政課長 細かく申し上げますと、まず１７ページの社会福祉費の中の国庫支出金過年度分

返還金４８４万３，０００円、それからその下、民生費、児童福祉費の中にも、それぞれ国庫支

出金過年度分返還金がございます。ページをめくっていただきますと、次の１９ページの中にも

同じように、一番大きなもので生活保護費が１億６６万７，０００円、その下の保健衛生費も

７，７１９万７，０００円といったような高額なものがございます。こういったものの相当額を

繰り入れております。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 歳出に移らせていただきます。 

 １４ページをお開きください。 

 １４ページ、２款総務費、１項総務管理費、６目、７目を除くから２５ページ、１４款予備費

まで。 

○尾川委員 １５ページの総務管理費の一般管理費、職員手当等、時間外勤務手当が６００万円

の補正をされとんですけど、この内容について説明してもろうたらと思うんですけど。 

○青木総務課長 実績なんですけども、４月から９月までの半年間の実績を見まして、月当たり

平均しますと１１２万８，０００円になりまして、それを１２か月にさせてもらって、相当額を

足らない分を補正させてもらっています。 

○尾川委員 要らん心配せんでええんじゃけど、過労になりょうりゃあへんのんかなと思うて、

出すなあ別に仕事したら払わにゃいけんのじゃけど、それが何でこんなに増えてきとんか。定常

的にあまり流れんからこういう時間外が増えてきょうんじゃねえかというふうなことも、よう偉

え人に説明して、負担になりょうんじゃねえかなと思うて、わしがええ格好するんじゃねえけど

な。働いたら払わにゃいけんのよ。じゃけど、それが過労になったりしてオーバーになったりし

とったら、何でかという、仕事のやり方というのが問題あるんじゃねえかという指摘させてもら

ようんじゃけど、気になるから質問させてもろうとんです。 

○青木総務課長 該当する者が３２人おりまして、平均すると月当たり３万５，０００円ぐらい

になります。昨年度と比べて多少予算も下げていたんですけども、例年より少し上回る時間外が

ありましたので補正させてもらいましたので、健康管理には十分気をつけてやっていきたいと思
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いますので、ありがとうございます。 

○中西委員 ３２人というのは、主にどういう部、課の人たちになるんですか。 

○青木総務課長 会計ですとか危機管理課、事業推進とか職員係とか財政課とか、秘書、電算が

該当になります。 

○中西委員 その下の旅費の普通旅費、細部説明見ていると中央省庁への訪問、協議等の増加に

伴う、中央省庁なんかに何の理由があって行かれているんでしょう。 

○神田秘書課長 当然のことながら、国の省庁へ要望にも参ります。それから、交付金の各種協

議等にも参ります。それ以外にも、渉外事業として政策実現のための協議であったりというもの

が考えられるかと思いますし、現にそういったものに行かせております。 

○中西委員 例えば、国があって県があって自治体があるわけですけども、県は、これは全く要

望とか、あるいは政策とか協議とか、そういうのはあまり行ってないんですか。 

○神田秘書課長 担当部署それぞれではございますが、広島にございますような地方局、岡山に

あるような地方局、それから県にも当然行ってございますが、旅費につきましては県内発生して

まいりませんので、公用車とかで行けば旅費の計上はないものと考えております。 

○中西委員 今のお話ですと、東京の中央省庁じゃなくて省庁の出先のところへ行っているわけ

ですか。 

○神田秘書課長 中国地方の管内であったら、当然のことながらその出先という言い方がいいの

かどうか分かりませんけれども、広島にあるところであったり、それから県内の岡山にあるとこ

ろであったりというのも含まれてございますが、それ以外に国の東京都の都内にございます各省

庁にも行ってまいります。 

○中西委員 そういうのは、県を通してとかではなくて、直接行っているわけですか。 

○神田秘書課長 案件にもよるかとは思いますが、実際に行っとられるケースもございます。 

○中西委員 県の役割は何なのかというのがひとつ問われるわけですけども、やはりそこは県と

も協議をしながらやる必要があるんじゃないかと思うんですが。 

○神田秘書課長 必要に応じて県にも行っておりますので、その辺は県ともいろいろ調整しなが

ら運ばさせていただいていると思っております。 

○立川委員 そういった中央官庁に行くために、ふるさと納税企業版を集めるために東京事務所

２名もおられるんですが、その辺との職務のすみ分けといったら失礼なんですけど、その辺はい

かがなんでしょうか。もう事務所は無視ですか。こっちから行かなしょうがないんですか。 

○神田秘書課長 ケースによりますけれども、例えば予算の執行残が現計予算として少ないとい

うことで、岡山までお送りさせていただいて、東京事務所のほうにバトンタッチというケースも

ございます。市長のほうからも、そういう御指示もあったりというような形で、上手に東京事務

所と連携を取りながら進めさせていただいております。 

○立川委員 もちろんそうだと思うんですが、分析はできますか、１９９万４，０００円。東京
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も日帰りをされているんか、それとも宿泊はどこに費用が計上されているのか。 

○神田秘書課長 あくまで予算上の概算にはなりますけれども、当初予算編成方針にございます

東京１泊２日が４万９，８５０円という明記がございます。それ、掛ける、３月末までのトータ

ルで４０人ということで、２人掛ける５回掛ける４月という計算で１９９万４，０００円計上さ

せていただいております。 

○立川委員 宿泊はどうなっています。どこで出しておられるんですか。もう全部日帰りです

か。 

○神田秘書課長 東京４万９，８５０円というのが、東京１泊２日の経費でございます。 

○立川委員 その下の１１節の消耗品費１５５万円、説明を見ますとコピー機の使用に係る消耗

品費、１５５万円もやったらコピー機のほうが安いような気がするんですけど、その辺の内訳を

教えてください。 

○榮財政課長 当初予算でコピー代といたしまして、コピー代にはプリント料と用紙代というの

が含まれてまいります。そちらのほうを約７００万円措置をしておりましたが、コピーの用紙代

の単価が上がりまして、Ａ４サイズで令和４年度前年に比べまして２６．５％、Ａ３サイズ、３

５．８％の値上げということがございました。それからあと、前年末の用紙のストックが少なか

ったために、例年よりも多めに用紙を購入する必要がありました。それに加えまして、細部説明

にも書いておりますが、印刷機が故障しておりまして、故障して使えない分が複合機、コピーに

流れたということで、これらの要因から今回１５５万円の追加の補正をお願いしているものでご

ざいます。 

○立川委員 用紙代も上がったようというのは分かるんですが、コピー機の修理は実際どの程度

かかられたんですか。 

○榮財政課長 印刷機が現在故障して使えません。補正予算で印刷機の購入の予算を承認いただ

いておりますので、今手続中でございまして、１月中には新しい印刷機が導入される見込みで

す。 

○立川委員 早めに数をおっしゃってほしいんですけどね。印刷機の故障に伴いと書かれてある

んで修理するんかなと思いますし、あれ、予算ついたのになと思ったりしたんですけど、増加し

たのは、先ほどおっしゃった用紙だけという解釈でよろしいですね。コピーは買換えと。 

○榮財政課長 使用枚数も増加をしておるということでございます。印刷機が故障したので複合

機に枚数が流れたと分析をしております。 

○立川委員 課長の説明でプリント料と用紙代の２科目言われたんですけど、どう違うんかなと

思うんで。 

○榮財政課長 プリント料というのが、複合機を導入しておりまして、業者からリースといいま

すか、借入れをしておりまして、Ａ４サイズで片面１枚モノクロで０．５円、それからカラーで

６円といったような契約を１枚当たりしておりまして、そのカウント枚数掛ける単価ということ
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で毎月請求が来ております。これがプリント料でございます。それから、用紙は、別個に業者か

らこちらから必要枚数を発注して購入をしているという状況でございます。 

○立川委員 プリント料というのはリース料金と解釈してもええわけですね。 

○榮財政課長 そう理解していただいてよろしいです。 

○中西委員 例の２０周年記念に関しての「第九」の話だけはお伺いをしたんですけども、所管

の担当課では「第九」以外に何があるのかよく分からないということでしたので、総務で聞いて

くれと、どのようなことを考えておられるのかお聞かせ願えたらと思います。 

○馬場企画課長 ２０周年の事業といたしましては、まずは２０周年の記念式典を合併日、令和

７年３月２２日土曜日になりますけれども、記念式典を開催することをまず考えております。そ

れから、その際ですけれども、今現在、市史編さんですね、備前市史の概要版を配布予定として

おります。それから、債務負担で上がっておりました「第九」の演奏会、それから前回の議会で

予算をつけていただいた市歌を今のところ考えております。 

 それから、今現在予算編成中で、実施の有無の検討をしているものもございますので、こちら

のほうはおいおい発表していきたいとは考えております。 

 それから、比較的市が現在行っております、定例的に行っております大きなイベントに、市制

施行２０周年という冠をつけて２０周年記念事業ということで開催していきたいと考えておりま

す。何々に冠をつけるかというのは、まだ決定はしておりません。 

○中西委員 恐らく庁議の中ではこういうのは検討をされていたんだろうと思うんですが、私が

このような形で聞くんではなくて、市のほうからこういうことを来年度は考えるけども、議会も

どうでしょうかというような投げかけぐらいは私はあっていいんじゃないかと思うんです。議会

に意見を聞くというのもね。 

○今脇市長公室長 最初に大体この話が出たのは８月の頃に新年度の事業で大体いつ式典をする

かとか、それからどういうものに冠をつけるかという話はしております。その後、予算化をした

後にお伝えする形になろうかなとは思っていたんですけれども、そういう形で、今の段階はまだ

あまり固まってないんですけども、場所の関係とかで式典をする日は３月２２あたりがちょうど

２０年の節目がぴったりだろうということで、そのあたりをしたいなというところもあって、

「第九」の話もありましたけど、それも年末あたりかなということで、ふわっとした形で８月の

頃に話はしております。まだしっかり固まっているところではないので、実行委員会を立ち上げ

るようなものもございますので、予算等がもうちょっと固まったらまたお知らせしていきたいと

思っております。 

○森本委員長 歳出はよろしいですね。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 歳出は終わらせていただきます。 

 次に、補正予算書５ページをお開きください。 
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 第３表債務負担行為補正です。 

○青山委員 備前緑陽高校サポート事業についてなんですが、一般質問でもさせていただいたん

ですけど、継続をしていかれるのか、単年度ごとで考えられるのか、その辺もう一回教えてもら

えますか。 

○馬場企画課長 基本的にはその年、その年の状況を見ながら継続で考えていきたいとは思って

いますが、補助金でありますので、都度都度見直しを行いながら、継続、見直し、廃止等を検討

しながら考えていきたいと思っております。 

○青山委員 これが入試ぎりぎりの１１月定例に出てくるということで、昨年もそうだったんで

すけれど、学校としたらもうちょっと効果のある時期に予算がついて、それで中学校に働きかけ

ていく、オープンスクールでＰＲするとかということに使ったほうが効果があるとおっしゃられ

ているんですけど、市長の答弁では、入試の状況、その変化を見てやるんでどうしても秋になる

と言われたんですけど、いつまでたってもこういう状況なんですか。 

○濱山総合政策部長 委員が言われる、より効果がある時期というのはよく分かります。定員数

が定まらなかったからこの時期になった、今年度そういう時期になったと思うんですけども、で

きるだけ早い段階でそういうサポート事業が、この今回上げている事業だけでなくて、いろいろ

考えられる部分もまた高校とも連携しながら、いろいろ協議していきたいと思います。 

○青山委員 入試の定数云々ということもあるんですけど、再編整備が１０年延びたとことも理

由に上げられたん。学校の魅力化ということにお金が使えないかな。そうなると、当初予算でサ

ポート事業ということでつけて、それまでに学校ともいろんな話をされると思うんですけど、ど

う学校をサポートしていったらいいかというようなことも考えられるんじゃないかと思うんです

けど、当初予算というのはいかがですか。 

○濱山総合政策部長 この場で言えるのは、できるだけ早い時期にそういったものを計上してい

きたいと思います。 

○青山委員 継続じゃなくて単年度でというようなことで、今年でこれを打ち切るということに

なったと。何か効果としては薄いというか、中途半端な感じがするんですけど、この通学定期と

か、あるいは学用品ということでやりますよということも含めて、４月の当初予算にというお考

えというのはないでしょうか。 

○馬場企画課長 次年度の補助金という形になりますので、当初予算に上げておくと、例えば令

和６年度のことを令和６年度の当初予算で６年度の補助金を出すということになると、周知のほ

うが間に合わないんで、どうしても債務負担という形にはなってこようかと思います。この債務

負担を例えば今回１１月定例会でしたが、９月ですとか、その前の段階で債務負担を上げて、早

くから来年に向けて周知していくということであればできるのかなとは考えております。当初予

算では間に合わないかなと、逆に。 

○青山委員 この通学の手当であるとか学用品というのようなことですけど、本当に学校でもっ
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ともっと学校の中といいますか、魅力づくりに使うというのは、もう少し協議検討していただき

たいと思います。 

○中西委員 今の課長の債務負担行為じゃないと届かないと、確かにそれはそう。しかし、債務

負担行為で予算を上げてくること自体私は異常だと思うんです。当初予算で上げておいて、そし

て債務負担行為をするといんだったら理屈が通っていると思うんですけども、それはどうかなと

私は思いました。 

なぜ備前緑陽高校サポート事業という名前になってしまっているんかということが私は分か

らないんです。本来ならば、備前市内の子供たちが中学から進学をするとき、そのときに応援し

ますよというんだったら分かります。何回も言いますけど、備前市内の子供たちはこの緑陽高校

だけに行っているわけじゃいんで、岡山市内の高校もあるでしょうし、近辺では和気高もありま

すし邑久高もあると。かなり広範なところへ備前市内の子供たちは行っているわけです。その子

たち全員を対象にしたそういうサポート事業をやるんだったら分かるけど、この緑陽高校に限っ

て、それともそれも市外から来る子もサポートしますよと、これじゃあ私は備前市内の子供たち

は浮かばれんと思うんですよ。なぜこの備前緑陽高校に絞っているんか、その理由をお聞かせく

ださい。 

○馬場企画課長 備前緑陽高校サポート事業のできた経緯といいますのが、市内で唯一の県立高

校である備前緑陽高校をぜひ残したいということから始まった事業でございます。県立高校の再

編整備基準が、先ほど委員からもお話がありましたが、再編整備基準が令和１０年度まで保留さ

れたと。この再編整備基準といいますのが、第１学年の生徒数が１００人を下回る状況が２年続

けば再編整備の対象となる。それから、８０人を切る状況が２年続くともう募集停止となるとい

うのが令和１０年度まで保留になった基準でございますが、緑陽高校につきましては、ここ数年

大体１２０人程度の入学でございました。今年度は１３１人でございましたが。県内の出生数も

年々減ってきている状況の中、他の高校もそうですけれども、緑陽高校についても１００人を切

る状況がもう何年後かには迫っている。この中で、緑陽高校を残すために助成金等を出すことに

よって生徒の確保ができないかということで始まったのが、本サポート事業でございます。 

○中西委員 始まった話はそれで分かります。しかし、備前市は備前市という地域を持つ行政単

位の自治体なのです。やっぱり備前市の市民のためにこそあってしかるべき行政を行うべきだ

と。もしこのようなことをすれば、不公平としか言いようがありませんが。同じ税金を払って、

隣の和気高とかあるいは岡山市内の学校に行っている子はそのサポートを受けられない。そんな

私は不公平なことはないと思いますよ。税金を払っている者からしたら、これはたまらんです

よ、こんなことをされたら。 

○尾川委員 この間、１２月１６日に公立高校の進学希望調査結果が出て見られとると思うんで

すけど、緑陽高校は、私はこれ見て、どうしても邑久高と和気閑谷の数値を見るんです。それ

で、どう感じられとんかなと聞いて、それと今のこのサポート事業について、いろいろ今いうそ
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ういう考え方もあるんじゃけど、島根の島前高校なんかは、一々言ようったら時間が長うなるん

じゃけど、教員を採用したりとことを、進学校として残していきたいということで、島根を出て

しまうからということがあって、その島前高校に特化して町がいろいろ費用をしとる。そりゃあ

ええんですけど、要するにこの進学希望の調査結果第１次でどう思われとんかな。そのサポート

事業の関連があると思うんで、その辺の感想を教えてもらえたらと思うんですけど。 

○馬場企画課長 進学希望状況調査でございますが、まずは、緑陽高校でいいますと、今回が９

９人でありました。その前年が１０６人、その前の年が９６人ということで、緑陽高校を希望さ

れる方はここ数年、大体同じような数で推移しております。それから、邑久高校につきまして

は、緑陽高校よりも希望者数が２０人近く多い状況が続いております。今回が１２８人の希望、

前年が１３７人、あくまでも第１次希望調査ですけれども。その前が１１０人ということです。

邑久高校につきましては、生活ビジネス科ができたときぐらいから大分希望が多くなったと考え

ております。これも邑久高校の売りの一つなんだろうと思います。ですので、この流れはこれか

らもあまり変わらないのかなと考えておりますけれども、緑陽高校につきましても、補助金もそ

うですけれども、バスのダイヤの改正でありますとか「広報びぜん」への掲載、それから市役所

でのビデオでの、流して今おりますけども、そういうようなこともしたりしながら、それから緑

陽高校の魅力を外に発信できる方法を模索しながら、今後とも継続して魅力発信に、緑陽高校の

先生とも協力しながら進めていきたいとは考えております。 

○尾川委員 邑久高は、いろいろ特別入試とテクニックがあるんじゃ、一般入試とのテクニック

があるんじゃけど、全体的に見て邑久高が普通科でも１．２０なんじゃな、全体で見たら。そう

いうのを見たときに、かなり厳しい。和気閑谷の普通科が０．５９じゃから、これもなかなか厳

しいと思うとんじゃけど。地域性もあるし、緑陽と邑久高の、その辺でよう見てもろうて、市長

の答弁が、１６０が１２０になったんじゃからサポート事業やめてもええんじゃというような、

違うかもしれんけど、わしはそう取れて、それは違うよとわしは個人的には思うとんよ。全体が

減ってきとるから１６０が１２０に、もう既に、何遍も言ようんじゃけど、邑久高とか和気閑谷

は１２０にしとるわけじゃから、緑陽が１６０で残ってきただけじゃからな。そういう前提を理

解しながら、わしが言うのは、学校の先生に少しはどういうふうなことを思うとんか、どういう

ことを要望しとるかということをきちっと聞いてみるということも、どんなか知らんよ、知らん

けど、そういうことをやっとられるんかな。ちいたあ、学校の要望というのを聞いて、どうした

ら魅力化が進めるんかということを相談やこうしょうんかなと思うて。 

○馬場企画課長 緑陽高校に協議会がありまして、そちらの委員として市長、それから総合政策

部長、企画課長、教育長、教育振興部長でしたか、教育委員会と市から参加しております。それ

が年に３回程度ございますので、その折に学校等からもお話があれば聞いていくというような形

を取っております。 

○尾川委員 こんな話をしたらおえんのじゃけど、幸い今の校長も定年じゃと思うんじゃ。残る
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かどうか知らんよ。知らんけど、地元の人なんじゃから、きちっといろいろ正式な会議の場だけ

じゃなしに、プライベートなある程度情報がきちっとした、それが正しいかどうか知らんよ、直

接行って、この校長は地元の人じゃから、そういう面で、きちっと情報をつかんで、何が学校に

は必要なんかということをよう調査して、せえでサポート事業を続けるんかというたら１年でや

めるというたりするようなことをせずに、何がええかということをもっと、今言う、そりゃあ市

内の中学生全体に補助せえという考えもある。あるけど、緑陽高校に絞ってやるということの目

的をきちっと明確にして、それで校長にその辺の、どうしたらより効果が上がることができるか

ということをやってもらいてえんじゃけどな。その辺の考え方を教えてもろうたら。 

○馬場企画課長 委員のおっしゃられるとおり、これまでも連携は取ってきたつもりでございま

すが、今後はこれまで以上に連携を密にして、情報収集等にも努めながら、緑陽高校の魅力づく

りに努めてまいりたいと思います。 

○尾川委員 要はもっと現場がきちっと、現場同士で本当に何が必要なんか、中学の先生にも聞

いたらええと思うんですよ。備前中なら備前中でも。そういうことをやって、本当何が手として

金を使うて、これだけの金を使うて何の効果が。だから、これを見たときに、希望調査見ても、

決して楽観できんよ。１．何ぼになっとるけど。特別入試を８０％にしたり、前は少なかったん

じゃ、それを上げてきとるわけじゃ。早う採りてえ。じゃけど、逃げる可能性があるんじゃねえ

かと思うとる、わしは。最終的に締めが分からんけど。じゃから、邑久高が結構ひがんどるわけ

じゃねえけど、人気が上がってきとんじゃねえかなと。心配しょうるわけ。今言う、いろんな基

準でもってどうなるかとかという、そねえな最悪の場合は想定せんでもええけど、地域に学校が

のうなったら、高等学校がのうなったらますます地域がな。じゃから、前も言うたけど、赤穂線

一つにしても、帰るときに電車がなかったというたり、そんなちょうれえことをしょうったらそ

らあ来る者も来んようになると思うよ。よそを当てにしたらいけんと言うけえ、市内から岡山へ

行くのはどうしても止められん面があるんじゃから。その辺をよう現場で中学とか緑陽の高校の

先生、校長先生に、今チャンスじゃと思う、きちっと聞いて対策を立ってほしいと思う。 

○立川委員 今の事業なんですけど、昨年同じお話が出て、時期的にはどうなのかなと、今の時

期なのかなということで、それは先ほどお話を聞きました。もう２点ございまして、魅力アップ

にどうやって取り組んでおられるのかなという点がございました。その点について、今の尾川委

員からもお話があったんですが、本当に連携できてるのかな。もう大胆なことをせんとしょうが

ないわけでしょう。我々考えて、もう備前緑陽高校に、例えばですよ、今の中学校なんかも部活

の地域移行というのがありますけど、備前焼作家と一緒に備前焼の勉強ができるクラブがあるよ

と、例えばですけど、どうしても備前焼を志す人は来てくださいと、本場の備前焼作家に指導い

ただけますよとか、学校の魅力アップですよね。もう一つ言えば、備前緑陽高校の生徒を１人必

ず備前市の職員に採りますよ。学内選抜でね。いや、例えばですけど。そういった極端な政策。

備前市役所入りたければ備前緑陽に行ったらいいのよと。ただし、学内選抜があるよ、成績だけ
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じゃないよ、オールマイティーで在学中には地域貢献もしてもらうよといったことで、そういっ

たところも一つあるのかな。だから、おっしゃったように、連携を深めますでは絶対前へ行かな

いと思う。過去、昨年同じお話が出たんですけど、その１年間で具体的にどういう取組をされた

んですか。年に３回お話しするだけで、何かそういったお話が出ましたか。教えてください。 

○馬場企画課長 ３回の協議、それから緑陽高校で生徒さんを前にして市の職員のほうが講師で

２コマほど行っているというような状況はございますが、それ以外では特にできていないという

のが実情でございます。 

○立川委員 でしょうね。というのが、本当に何とか魅力アップするために考えたらいいじゃな

いですか。この前、御津高校でした、２週間限定ですけど私服通学オーケーです、女性はお化粧

オーケーです、すごく評判になってました、生徒たちに。この黒いの引いたり、ちょっと色染め

たり、僕らは染められませんけどね。染めたり私服で来られたり、すげえ反響があったみたいで

す、子供たちにとっては。同じ県立高校ですよね。だから、そういったところで、もう少し軟ら

かくいろんな面から考えてアクションを起こしていただきたいなと。さっき言われたように、学

校と連携して、こんなことやってみようやないか、こんなこともいいんじゃねえかというような

ところでのお話をぜひとも進めてほしいんですけど、今のままだったら一緒ですわ。来年また同

じ、この時期に、またやるんですか、事業おかしいんじゃないですか、どんな魅力発信ですか、

いや、年に３回ほど会議をしてっていうことで終わると思うんで、そうではなくて、本当に足を

着けて奇抜なこともやったらいいじゃないですか。僕、備前焼クラブというの一番ええと思いま

すけどね。作家に頼んで。というようなことも本当に考えて、ここでしかできないという魅力に

努めていただきたいなと思います。これはお願いです。 

 ３点目なんですけど、昨年は現金給付やったんですけど、今回は定期代といったところで、そ

ういう意味では一部評価しておりますけど、ぜひともこれ、進めていかないかんことなんで。そ

れと、おっしゃったように、ほかの高校生もバックアップしてやってください。 

○馬場企画課長 定期代等につきましては、他の市町もやっていないうち独自の事業でございま

すので、緑陽高校に通っていただけるインセンティブともなるとも考えておりますので、継続に

向けて検討していきたいと思います。それから、様々な、奇抜なとはいいませんけれども、市と

してできる事業、それから提案できることがあればどんどんと高校にも提案していきたいなとも

考えておりますし、もしも委員からこういうのもいいんじゃないかみたいな、先ほどのような御

意見がありましたら教えていただければ高校とも話をしていきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○森本委員長 次行っていいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ６ページをお願いします。 

 第４表地方債補正について。 
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○中西委員 市道建設のところで使う過疎債だったと思うんですが、市道の工事について、今月

に工事発注がされて、今月末ぐらいに入札があるんかな。なぜこの期に及んでという感じがする

んですけども、もう入札は終わっているんかな、そのくらいだと思うんですけども、なぜこんな

時期に過疎債になったんですか。 

○榮財政課長 対象が市道浦伊部線とお聞きしております。当初財源の組立ての中でまだ過疎債

の充当ができる枠があったんですけども、そちらに一般財源を充当されていたということが判明

いたしましたので、ここで財源を更正をいたしまして、有利である過疎債を幾らか、より多く借

入れをしようということで、こういった補正の財源更正をお願いしたというものでございます。 

○中西委員 なかなか僕は際どかったと思うんですよ。もう業者の選定に、１２月の末ですよ

ね、入札がね。もしこの議会に間に合ってなかったら、この道路の建設が前へ行かなかったとい

う、そんなことはないとは思うんだけど、物すごい急な話で私もこれは驚いたんですけど。 

○立川委員 限度額、５億４，０５０万円と、今回の補正なんですが、これを発行したとして、

トータル残高は幾らになりました。 

○榮財政課長 過疎債の残高の資料を今持ち合わせてございませんので、後日でもよろしいでし

ょうか。 

○立川委員 結構です。 

 それともう一点、起債の方法の欄なんですが、いつも普通貸借または証券発行という文言が踊

っているんですが、これは実際に金銭の消費貸借契約なのか、金銭消費貸借証書の貸付けになる

のか、それとも証券発行のボンド発行になるのか、その辺は、教えていただけたらありがたいん

ですけど。 

○榮財政課長 証券発行と理解しております。 

○立川委員 債券、証券発行されるんですね。 

○榮財政課長 はい。貸し借りの契約につきまして、証書を発行していただいております。 

○立川委員 じゃあ、ボンドじゃなくて金銭消費貸借証書の貸付けですね。分かりました。 

○森本委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、以上で議案第１０８号中の総務部分の審査を終わります。 

********************** 議案第122号の審査（総務） *********************** 

 次に、議案第１２２号令和５年度備前市一般会計補正予算（第１２号）について、総務部部分

の審査を行います。 

 議案書の１０ページをお開きください。 

 ここは、歳入歳出一括で質疑を行いたいと思いますので、希望のある方はどうぞ。歳入歳出一

括で行います。 

○中西委員 １０ページの繰入金のまちづくり振興基金繰入金、減の理由についてお聞かせくだ
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さい。 

○榮財政課長 教育総務課から補助基本額が４，４００万円とお聞きをしております。それに基

づきまして、３分の１の国庫補助金がいただけるということで、その補助の対象部分になるとこ

ろを今回まちづくり振興基金繰入金の財源を外しております。 

○中西委員 総務のどこで使う、何に充当するものだったんですか。 

○榮財政課長 当初、５号補正でお願いしておりました事業費が７，４７８万円でございまし

た。その財源として、全てをまちづくり振興基金繰入金といたしておりました。このたび４，４

００万円を国庫の基本額というところに回しましたので、残る３，０７８万円がまちづくり振興

基金繰入金の財源で残ったままとなります。 

○森本委員長 ほかにありませんか。歳入歳出、質疑ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に移らせていただきます。 

 ５ページをお開きください。 

 第３表地方債補正について、質疑を希望される方。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、以上で議案第１２２号中、総務部部分の審査を終わります。 

 採決に入る前に暫時休憩いたします。 

              午後３時３１分 休憩 

              午後３時４４分 再開 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 議案第１０８号に対し、立川委員と中西委員からそれぞれ修正案が提出されております。 

 修正案提出者の説明を求めます。 

 まずは、立川委員からの説明を願います。 

○立川委員 議案第１０８号令和５年度備前市一般会計補正予算（第１１号）、修正案を出させ

ていただきます。 

 主なものとして、第１条第１項中、３億１０７万３，０００円を２億８，７８９万３，０００

円に、２４９億４，５８５万８，０００円を２４９億３，２６７万８，０００円に修正をさせて

いただきたいと思います。表は、そのとおりでございます。 

 内容としまして、第３条第３表中、備前市合併２０周年記念「第九」演奏実行委員会補助金、

備前焼海外巡回展示事業補助金を削除する案でございます。 

 理由といたしましては、備前市合併記念の「第九」の演奏会については、市民参加型とかいろ

いろもう少し計画を練っていただいて、再度上げていただけたらという思いで削除させていただ

きたいと思います。備前焼の海外巡回展示事業補助金の分ですが、これは、グランドデザインと

いうか、どこまで行くのかも分からない。今回の事業についても、ちょっといかがなものかなと
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いうことで、一度立ち止まってお考えいただきたいという思いで削除させていただきたいと思い

ます。 

○森本委員長 立川委員の説明が終わりました。 

 これより修正案の提出者に対する質疑を行います。 

 質疑のある方。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、質疑を打ち切りまして御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、修正案の提出者に対する質疑を終了いたします。 

 次に、中西委員からの説明を願います。 

○中西委員 先ほど立川委員が御説明をされましたけども、それに付け加えて、５ページの第３

表の債務負担行為補正、備前緑陽高校サポート事業を削減する、修正するものであります。 

○森本委員長 中西委員の説明が終わりました。 

 これより修正案の提出者に対する質疑を行います。 

 質疑ございませんでしょうか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑を打ち切りまして御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、修正案の提出者に対する質疑を終了いたします。 

 以上で議案第１０８号に対する全ての質疑を終了いたします。 

********************** 議案第108号の採決 *********************** 

 これより議案第１０８号を採決いたします。 

 なお、採決の順序について申し上げます。 

 本案については、中西委員、立川委員から提出された修正案には共通の部分がありますので、

初めに中西委員提出の修正案のうち立川委員提出の修正案と共通する部分を除く部分について採

決を行います。 

 次に、両修正案の共通部分について採決し、最後に修正部分を除く原案について採決をいたし

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

 よろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それではまず、中西委員提出の修正案のうち立川委員提出の修正案と共通する部分を除く部分

について採決を行います。 

 中西委員提出の修正案のうち立川委員提出の修正案と共通する部分を除く部分について、賛成

の方の挙手を求めます。 
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              〔賛成者挙手〕 

 挙手少数であります。よって、中西委員提出の修正案のうち立川委員提出の修正案と共通する

部分を除く部分は否決されました。 

 次に、立川委員の修正案について採決いたします。 

 立川委員提出の修正案について賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 挙手少数であります。よって、立川委員提出の修正案は否決されました。 

 修正案が否決されましたので、原案について採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 挙手多数であります。よって、原案は可決されました。 

 続いて、少数意見の留保を希望される方の発言を許可いたします。 

○中西委員 備前緑陽高校サポート事業については、市内の進学者に対する共通の補助とすべき

だと思います。そして、効果が非常に疑わしいという点。それから、３番目に緑陽高校の存続の

問題については、また違った次元で検討する必要があるのではないか考えます。 

 備前市合併２０周年記念「第九」演奏会実行委員会補助金については、全体の企画が十分練ら

れてない問題。それから、２点目は１２月２２日に行うということの疑問が残ります。３番目

に、実行委員会が形骸化した中で行われるのはどうなのか。もっと広く市民の中で議論をすべき

ではないかと思います。 

 備前市海外巡回展示事業補助金については、１つは、やはり備前焼の当事者が中心となって検

討を深くしていく必要があるのではないかと思います。２番目に、６，０００万円もの費用をか

けての費用対効果はどのようなものなのか、いまだ疑問の残るところであります。 

○森本委員長 ただいまの意見に賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 所定の賛成者がありますので、中西委員提案の少数意見は留保されました。 

 ほか留保される方いらっしゃいませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、中西委員は、少数意見報告書を作成の上、本日中に委員長まで提出を願います。 

 附帯決議はないですね。 

********************** 議案第122号の採決 *********************** 

 それでは次に、議案第１２２号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第１２２号は原案のとおり可決されました。 
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 以上で議案第１２２号の審査を終了いたします。 

 それでは、これをもちまして予算決算審査委員会を閉会いたします。 

 皆様、ありがとうございました。 

              午後３時５３分 閉会 


